
函館工業高等専門学校 物質環境工学専攻 開講年度 令和04年度 (2022年度)
学科到達目標
物質環境工学専攻の学習・教育到達目標                

Ａ．創造力と実行力を持った技術者
(A-1)自ら仕事を計画して継続的に実行し，まとめ上げることができる。
(A-2)チームの一員としての役割と責任を理解して自主的に行動できる。
(A-3)ものづくりのための創意工夫をすることができる。
Ｂ．専門技術に関する基礎知識を持った技術者
(B-1)数学および物理などの自然科学の基礎知識を持っている。
(B-2)物質環境工学の基礎知識（応用化学系，バイオ系，環境系）を持っている。
(B-3)実験などを通して物質環境工学に関する実践的な基礎技術を身につけている。
Ｃ．情報技術を活用できる技術者
(C-1)情報の収集や整理などに，コンピュータなどの情報技術を用いることができる。
(C-2)データの分析や解析，グラフ化などにコンピュータを活用することができる。
Ｄ．社会の歴史や文化，技術者倫理を理解して行動できる技術者
(D-1)国際社会の多様な歴史的背景や文化的価値観を理解できる。
(D-2)科学技術が人間や社会，自然環境および未来の世代に与える影響を理解できる。
(D-3)技術者としての社会に対する役割と責任について説明できる。
Ｅ．多面的なコミュニケーション能力を持った技術者
(E-1)技術的課題について自分の考えをまとめ，他者と討論できる。
(E-2)技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる。
(E-3)技術的成果を的確にプレゼンテーションすることができる。
(E-4)国際的なコミュニケーションを行うための基礎的な英語理解力および表現力を持っている。
Ｆ．問題解決のためのデザイン能力を持った技術者
(F-1)問題を解決するための要素技術についての知識を持ち，その知識を応用できる。
(F-2)問題解決のために複数の解決手法を考案し，その中から最適な解決策を提案できる。

＜単位について＞  
50分を「1単位時間」としており，各授業には履修単位と学修単位があります。
履修単位：30時間の授業を1単位として計算します。
学修単位：45時間の学修で1単位とみなします。このためには授業15時間，自学自習30時間が必要となります。
（演習科目は30時間の授業と15時間の自学自習）

科目区
分 授業科目 科目番

号
単位種
別 単位数

学年別週当授業時数
専1年 専2年
前 後 前 後
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教
員

履修上
の区分

一
般

必
修

グローバル・コミュニケ
ーション 0001 学修単

位 2 2

高橋 眞
規子
,オレ
クサ ロ
バート

一
般

必
修

グローバル・ケーススタ
ディ 0002 学修単

位 2 2 下郡 啓
夫

一
般

必
修 北海道産業構造論 0023 学修単

位 2 2

平沢 秀
之,渡
辺 力
,宮武
誠,佐
々木 恵
一,越
智 聖志
,本村
真治
,柳谷
俊一
,清野
晃之



専
門

必
修 地域課題対応型創造実験 0003 学修単

位 4 6 6

古俣 和
直,中
村 尚彦
,圓山
由子
,山田
一雅
,湊 賢
一,小
山 慎哉
,伊藤
穂高
,小林
淳哉
,清野
晃之
,小玉
齊明
,平沢
秀之
,阿部
勝正

専
門

必
修 インターンシップ 0004 学修単

位 4 集中講義 平沢 秀
之

専
門

必
修 品質管理 0005 学修単

位 2 2 小林 淳
哉

専
門

選
択 ユニバーサルデザイン論 0006 学修単

位 2 2
山田 誠
,小山
慎哉

専
門

選
択 応用解析学 0007 学修単

位 2 2 菅 仁志

専
門

選
択 流体物理 0008 学修単

位 2 2 剱地 利
昭

専
門

選
択 工業数学 0009 学修単

位 2 2 菅 仁志

専
門

必
修 物質環境工学特別研究Ⅰ 0010 学修単

位 4 2 2

伊藤 穂
高,宇
月原 貴
光,清
野 晃之
,小林
淳哉
,松永
智子
,寺門
修,水
野 章敏
,藤本
寿々
,阿部
勝正

専
門

必
修 構造有機化学 0011 学修単

位 2 2 宇月原
貴光

専
門

必
修 土壌学 0012 学修単

位 2 2 松永 智
子

専
門

必
修 植物生理学 0013 学修単

位 2 2 松永 智
子

専
門

必
修 食品加工学 0014 学修単

位 2 2 藤本 寿
々

専
門

選
択 無機材料工学特講 0015 学修単

位 2 2 小林 淳
哉

専
門

選
択 金属材料工学特講 0016 学修単

位 2 2 水野 章
敏

専
門

選
択 有機材料工学特講Ⅰ 0017 学修単

位 2 2 清野 晃
之

専
門

選
択 生物化学特講 0018 学修単

位 2 2 藤本 寿
々

専
門

選
択 分子生物学特講 0019 学修単

位 2 2 藤本 寿
々

専
門

選
択 環境工学特講Ⅰ 0020 学修単

位 2 2 伊藤 穂
高

専
門

選
択

プロジェクトマネジメン
ト 0021 学修単

位 2 2
平沢 秀
之,牧
慎也

専
門

選
択 環境マネジメント 0022 学修単

位 2 2
平沢 秀
之,山
口 隆司

専
門

選
択 コンプライアンス 0024 学修単

位 2 2
渡辺 力
,市坪
誠

一
般

必
修

プラクティカル・サイエ
ンス・イングリッシュ 0032 学修単

位 2 2

奥崎 真
理子
,オレ
クサ ロ
バート



一
般

選
択 科学技術中国語 0035 学修単

位 2 2 泊 功

一
般

選
択 マーケティング行動心理 0036 学修単

位 2 2
酒井 渉
,平沢
秀之

専
門

必
修 機能性食品工学 0024 学修単

位 2 2 藤本 寿
々

専
門

選
択 有機材料工学特講Ⅱ 0025 学修単

位 2 2 清野 晃
之

専
門

選
択 無機構造化学特講 0026 学修単

位 2 2 寺門 修

専
門

選
択 環境工学特講Ⅱ 0027 学修単

位 2 2 伊藤 穂
高

専
門

選
択 応用微生物化学特講 0028 学修単

位 2 2 小原 寿
幸

専
門

選
択 環境マネジメント 0029 学修単

位 2 2
平沢 秀
之,山
口 隆司

専
門

選
択 コンプライアンス 0030 学修単

位 2 2
渡辺 力
,市坪
誠

専
門

必
修 物質環境工学特別研究Ⅱ 0031 学修単

位 8 4 4

伊藤 穂
高,宇
月原 貴
光,清
野 晃之
,小林
淳哉
,松永
智子
,寺門
修,水
野 章敏
,藤本
寿々
,阿部
勝正

専
門

必
修 醸造・発酵工学 0033 学修単

位 2 2 阿部 勝
正

専
門

必
修 化学生態学 0034 学修単

位 2 2 松永 智
子

専
門

選
択 工学倫理 0037 学修単

位 2 2 佐々木
恵一

専
門

選
択

プロジェクトマネジメン
ト 0038 学修単

位 2 2
平沢 秀
之,牧
慎也



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 グローバル・コミュニケーシ
ョン

科目基礎情報
科目番号 0001 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 Speaking of Intercultural Communication Peter Vincent （南雲堂）異文化コミュニケーションへの道
担当教員 高橋 眞規子,オレクサ ロバート
到達目標
様々な分野でグローバル化が進展する今日の国際社会。異文化との接し方や付き合い方を正しく理解することが今私たちに求められている。経
済格差から環境汚染、食糧危機、エネルギー問題といった世界規模の様々な問題をかかえる今、こうした問題に対して、民族、宗教、慣習とい
った文化の違いはもとより、、協力し解決していかなければならないことになるだろう。このような背景を念頭に置きながら、本講義では、異
文化とコミュニケーションの関係についての基礎知識を身につけながらさまざまな文化背景が混在する国際的な職場に対応できるよう、①基礎
的な英語コミュニケーション能力を訓練すると共に（E－4）、②多様な文化に関する事象を英語や日本語で読んだり、聞いたりすることで
（D－1）、③異文化理解を深めると共に、英語の言語学習の興味・関心を高めることができるようにする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1　英語運用能力
英語で異文化理解について十分に
読んだり、聞いたり、話したりで
きる。

英語で異文化理解についてある程
度読んだり、聞いたり、話したり
できる。

英語で異文化理解について読んだ
り、聞いたり、話したりできない
。

評価項目2　異文化理解の度合い
多様な文化についての事象を異文
化理解の観点から十分に理解して
いる。

多様な文化についての事象を異文
化理解の観点から理解ができる。

多様な文化についての事象を異文
化理解の観点から理解ができない
。

評価項目3　英語を媒体にして異文
化理解をすすめようという姿勢

英語という媒体を使って異文化理
解を深めると共に、英語の言語学
習の興味・関心を高めることがで
きる。

英語の運用能力にはまだ不十分な
部分はあるが、異文化理解に興味
を示し、英語言語を通じて異文化
理解をしようとする姿勢がみられ
る。

英語でのコミュニケーションがで
きないだけでなく、英語という媒
体を使っ異文化理解を深めようと
する姿勢が不足している。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 D-1 学習・教育到達目標 E-4
教育方法等

概要

本講義では、異文化とコミュニケーションの関係についての基礎知識を身につけながらさまざまな文化背景が混在する
国際的な職場に対応できるよう、基礎的な英語コミュニケーション能力を訓練すると共に（E－4）、多様な文化に関す
る事象を英語や日本語で読んだり、聞いたりすることで（D－1）、異文化理解を深めると共に、英語の言語学習の興味
・関心を高めることができるようにする。そのため、本講義では異文化理解について書かれた資料などを前もって課題
として読むことで英文リーディングの力をつけ、授業では異文化理解を促すような活動を英語を使って実施し、英語コ
ミュニケーション力も伸ばそうとするものである。

授業の進め方・方法

毎時必ず指定されたAssignment Readingの指定された個所を読み要旨をまとめること。（発表とレポート提出）また、
毎時異文化コミュニケーションの演習として英語で意見発表をしてもらう。授業の後半にグループで決めた異文化コミ
ュニケーションのテーマについて発表してもらう。必要な準備やレポートは提出期限を厳守すること。遅延の場合は減
点とする。
試験に関しては通常の英語授業のような試験ではなく、異文化コミュニケーション、および異文化理解促進の知識を問
う形となる。

注意点

授業内でのコミュニケーション活動は参加型である。したがって欠席した場合は点数が入らない。（本科の特欠にあた
る理由のときは考慮する）また、リーディング課題と発表が必須となる。教科書など必要な教材を持ってこない場合、
授業中の居眠りやおしゃべりなどは減点とする。
本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。
自学自習の成果は 以下の評価方法にそって評価する。

評価について：知識確認テスト：50%（D-1)　コミュニケーション活動(含む発表）：20%（E-4　100%）課題　（個
人20　グループ10）　30％（D-1　50%　E-4 50%）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の進め方が理解できる

2週 Unit1　Communication コミュニケーションとは何か、特に人間のコミュニケ
ーションとは何かを理解できる

3週 Unit2　Culture 「文化」の定義について理解できる
4週 Unit3　Nonverbal Communication 非言語コミュニケーションの定義と種類を理解できる

5週 Unit4 Communicating Clearly 文化の違いがコミュニケーションに与える影響につい
て理解できる

6週 Unit5 Culture and Values コミュニケーションの取り方が、文化や価値観によっ
て影響を受けていることが理解できる

7週 Unit6 Culture and Perception それぞれの文化には既存の価値観やものの見方が存在
することが理解できる。

8週 Unit7 　Diversity 多文化社会に対処するための方法を理解できる。

2ndQ

9週 Unit8 　Stereotypes ステレオタイプの定義と例を理解できる
10週 Unit9 　Culture Shock カルチャーショックの定義と例を理解できる
11週 Unit10 Culture and Change 文化への時代変化の影響を理解できる

12週 Unit11 Talking about Japan 日本の文化について日本国内の異文化理解の観点から
様々な事象が理解できる



13週 Unit12 Becoming a Global Person 国際人になるために必要な考え方が理解できる

14週 発表1 異文化コミュニケーションの実例とその対処について
グループごとに発表してもらう。

15週 発表２　 異文化コミュニケーションの実例とその対処について
グループごとに発表してもらう。

16週 知識確認テストの実施 異文化理解についての必須用語についての理解度テス
トを実施する

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

知識確認テスト 発表 グループ課題 個人課題 合計
総合評価割合 50 20 10 20 0 0 100
基礎的能力 50 20 10 20 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 グローバル・ケーススタディ
科目基礎情報
科目番号 0002 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 W.チャン.キム：[新版]ブルーオーシャン戦略-競争のない世界を創造する(ダイヤモンド社)， クレイトン・クリスチャ
ンセン：イノベーションのジレンマ-技術革新が巨大企業を滅ぼすとき(翔泳社)

担当教員 下郡 啓夫
到達目標
グローバル・ケーススタディでは，企業が社外のノウハウを取り入れ、革新的な製品やサービスを開発するオープンイノベーションや，機能が
シンプルで低価格の製品を新興国で開発し、新興国内だけでなく、先進国にも事業展開する戦略（リバース・イノベーション）の状況理解を通
して，イノベーションのグローバル化が進んでいることを学ぶ(D-1)。その上で，イノベーションのグローバルスタンダードとしてのデザイン思
考，人間中心設計などのアプローチ法を基盤にした，イノベーション・プロセス・モデルを理解しながら(D-1)，それを地域・日本・先進国で起
こる諸課題に応用して，人間や社会に対しての新たな価値，革新的な製品開発のシーズを生み出すことができることが目標である(D-1)。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
リバース・イノベーションの概念
を理解し、多国間にまたがる課題
解決方法を提案できる。

リバース・イノベーションの概念
から、多国間で起こっている問題
を理解することができる

リバース・イノベーションの概念
から、多国間で起こっている課題
を理解できない。

評価項目2
デザイン思考をベースとして、課
題を抽出し、新たな技術革新のシ
ーズを見つけることまでできる。

デザイン思考を使って、課題を見
出すことができる。

デザイン思考をつかった考え方が
理解できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 D-1
教育方法等

概要
本講義では、前半で諸外国との関係性の中で課題解決、あらたな技術革新を引き起こしているオープン・イノベーショ
ン等を理解する。その上で、オープン・イノベーション等のベースにあるデザイン思考という問題解決プロセスを理解
し、函館における課題解決に応用することを目指す。後半では、新たなシーズの発想法、意見の収斂のさせ方を学びつ
つ、問題の所在を日本、先進国まで広げ、グローバルな観点での問題解決をしていく。

授業の進め方・方法 本講義では、グループに分けて、その集団内の互恵的な相互依存関係を基に、協同的な学習活動を生起させていくこと
を基本とする。デザイン思考についても、講義による概念理解よりも、それを使ったアクティビティが中心となる。

注意点

本講義ではコミュニティへ意見を述べたり、解決策の創造と実践を促すために関係者の要求を受け入れたりします。ま
た、自分の専門性を生かした環境や状況において最もうまく機能するテクニックを選ぶことも学びます。そのため自ら
の自主性とともに、いかに協働して行うのか、他者理解などしっかりと意識しながら学習してください。
「全専攻」学習・教育到達目標の評価：
　中試験　　　　　　　　：30%（D-1：100%）
　期末試験　　　　　　　：30%（D-1：100%）
　コミュニケーション活動：20%（D-1：100%）
　ポートフォリオ　　　　：20%（D-1：100%）

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 本講座に関するガイダンス
オープン・イノベーションについて

学習の意義、進め方、評価方法を理解する。
オープン・イノベーションの概念、それに関わる諸外
国の状況を理解することができる。

2週 リバース・イノベーションについて
ブルー・オーシャン戦略について

リバース・イノベーションの概念、それに関わる諸外
国の状況を理解することができる。
ブルー・オーシャン戦略の理論について理解すること
ができる。

3週 イノベーションのジレンマについて
イノベーションについて

イノベーションのジレンマの理論について理解するこ
とができる。
様々なイノベーション事例を比較しながら、本講義に
おけるイノベーションの定義を理解する。

4週 デザイン思考とは
人間中心設計とは

デザイン思考について理解する。問題解決における人
間中心設計的アプローチの方法を理解する。

5週 デザイン思考の問題解決プロセスについて デザイン思考の各プロセスとその一連の流れについて
、理解することができる

6週 多重知能理論について Haword Gardnerの提唱する多重知能理論について理
解し、自己特性を認識できる

7週 『深い理解のための教育』について Entry Points、Exit Pointsと理解の関係を理解し、問
題解決のアプローチ方法を認識できる

8週 中テスト

4thQ

9週 システム思考について システム思考について理解する。また、デザイン思考
と組み合わせる問題解決方法を認識できる

10週 デザイン思考を用いた問題解決演習① 行動観察を用いた、デザイン思考の「共感」のプロセ
スを実践できる

11週 デザイン思考を用いた問題解決演習② デザイン思考の「問題定義」「アイデア創出」のプロ
セスを実践できる

12週 デザイン思考を用いた問題解決演習③ デザイン思考の一連のプロセスを回し、イノベーショ
ンを起こすシーズを創出することができる



13週 デザイン思考×システム思考、『深い理解のための教
育』の理解を援用した問題解決演習①

全体を俯瞰し、デザイン思考のプロセスを回すことが
できる。また、自己特性に合わせたEntry Poinsを認識
できる。

14週 デザイン思考×システム思考、『深い理解のための教
育』の理解を援用した問題解決演習②

全体を俯瞰し、デザイン思考のプロセスを回すことが
できる。また、自己特性に合わせたEntry Poinsを認識
できる。

15週 デザイン思考×システム思考、『深い理解のための教
育』の理解を援用した問題解決演習③

全体を俯瞰し、デザイン思考のプロセスを回すことが
できる。また、自己特性に合わせたEntry Poinsを認識
できる。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中試験 期末試験 コミュニケーション活
動 ポートフォリオ 合計

総合評価割合 30 30 20 20 100
基礎的能力 15 15 0 0 30
専門的能力 15 15 0 0 30
分野横断的能力 0 0 20 20 40



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 北海道産業構造論
科目基礎情報
科目番号 0023 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 プリント等
担当教員 平沢 秀之,渡辺 力,宮武 誠,佐々木 恵一,越智 聖志,本村 真治,柳谷 俊一,清野 晃之
到達目標
１．北海道における地域産業の実態を把握し、説明することができる。
２．北海道における地域産業の今後の展望について説明することができる。
３．北海道で人々が自然環境や社会に対する責任をどのように負っているかを説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
北海道という地域の産業の実態を
把握し、その特徴をデータ等を用
いて詳細に説明することができる
。

北海道という地域の産業の実態を
把握し、その概要をデータ等を用
いて説明することができる。

左記ができない。

評価項目2
北海道における地域産業の今後の
展望について、その特徴をデータ
等を用いて詳細に説明することが
できる。

北海道における地域産業の今後の
展望について、その概要をデータ
等を用いて説明することができる
。

左記ができない。

評価項目3
北海道で人々が自然環境や社会に
対する責任をどのように負ってい
るかをデータ等を用いて詳細に説
明することができる。

北海道で人々が自然環境や社会に
対する責任をどのように負ってい
るかをデータ等を用いて説明する
ことができる。

左記ができない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 D-2
教育方法等

概要
本授業は北海道の地域産業・社会について多面的に理解するための科目である。北海道の地域産業が直面する諸課題に
ついて、各種データ等を用いてアプローチする。函館高専が推進する「函館水産海洋工学」に関連する内容についても
取り扱う。

授業の進め方・方法 各学科・コースに関わる内容を複数教員がオムニバス形式で講義する。
授業方法・評価方法は各教員によって異なるので，授業毎に担当教員がその詳細について説明する。

注意点
◎「全専攻」学習・教育到達目標の評価：　課題・レポート(D-2) (100%)
◎学年成績は各教員の評価点を平均することにより算出する。
◎課題等の提出期限への遅れは減点対象となるので注意すること。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
1. 北海道の産業構造（担当：柳谷）

授業の進め方や評価方法等について理解する。
北海道の歴史と産業構造の推移について説明できる。

2週 2. 北海道における林産業の特徴(担当：平沢) 木材の生産と環境への影響を説明できる。
3週 3. 建設業と公共事業による地域発展(担当：平沢) 北海道における公共事業の役割を説明できる。
4週 4. 都市における土地利用形態の特徴(担当：平沢) 主要都市における土地利用形態の特徴を説明できる。
5週 5. 土地利用に関する基本事項と法整備(担当：平沢) 産業基盤としての土地の基本事項が説明できる。

6週 6. 道内企業の環境に対する取り組み(担当：本村) 道内企業の環境に対する取り組みを調査し,具体的な取
り組み内容と技術者が果たすべき役割を説明できる

7週 7. 北海道の食×農業の実態 (担当：清野) 北海道の食×農業の実態(課題や今後の可能性)につい
て説明できる。

8週 8. 産業連関表から北海道産業を読み解く(担当：佐々
木)

 産業連関表が理解でき、北海道産業の特徴を説明する
ことができる。

2ndQ

9週 9. インフラ整備における先端技術の応用(担当：渡辺) 産業の発展に欠かせないインフラ整備において、先端
技術の開発と応用の現状を説明することができる。

10週 10. 自然災害が北海道の産業に与える影響(担当：宮武
)

近年に異常気象に伴い，北海道で起こりうる自然災害
について理解でき，また，それら災害が北海道の産業
に与える影響を理解できる．

11週 11. 北海道の未利用自然再生エネルギー活用と産業へ
の展開 (担当：宮武)

脱炭素社会が叫ばれる中，周囲が海で囲まれる北海道
に内存する未利用な自然再生エネルギーの活用促進と
今後の北海道産業への展開が理解できる．

12週 12. 北海道産業及び物流における港湾の役割(担当：宮
武)

港湾の基本的な構造や機能，法上の区分を説明でき
，北海道の港湾における物流や産業の各種統計的特性
が理解できる．

13週 13. 北海道の水産業 (担当：越智) 北海道の水産業が抱える問題を理解し，説明できる。

14週 14. 持続可能な水産資源の管理 （担当：越智） 持続可能な水産資源の管理手法について理解し，説明
できる。

15週 15. 水産業における藻場・干潟の重要性 （担当：越智
）

藻場・干潟が持つ水産業への重要性について理解し
，説明できる。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標



分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題・レポート 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 100 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 地域課題対応型創造実験
科目基礎情報
科目番号 0003 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 前期:6 後期:6
教科書/教材

担当教員 古俣 和直,中村 尚彦,圓山 由子,山田 一雅,湊 賢一,小山 慎哉,伊藤 穂高,小林 淳哉,清野 晃之,小玉 齊明,平沢 秀之,阿部 勝
正

到達目標
1.グループ内での各人の役割と目標を明確化した実験計画をたてることができる
2.自分の考えをまとめて他者と討論を交え、チームの一員として行動できる
3.実験を進める上で創意工夫ができる
4実験をすすめられる専門分野の基礎技術を身につけている。
5.技術を通した地域貢献の意識を持って課題解決に取り組むことができる
6.他者の考えを尊重し、要点を整理して他者と討論できる
7.技術成果を他者に報告するという観点で、文章としてまとめることができる
8..プレゼンテーションの対象を踏まえて、効果的に口頭発表できる
9.課題解決のために必要な知識を多面的に応用できる
10.課題解決に対して論理的な観点からアイディアを絞り込みながらアプローチができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 十分に実現可能性に配慮した実験
計画が立てられる

実現可能性に配慮した実験計画が
立てられる 左記に達しない

評価項目2
他者の進捗状況への影響を考慮し
て、自らの役割を着実に実行でき
る

自らの役割を着実に実行できる 左記に達していない

評価項目3 計画を進めるための多面的に創意
工夫できる

計画を進めるために創意工夫でき
る 左記に達していない

評価項目4 専門分野に関係する実験を実施し
多面的に考察できる

専門分野に関係する実験を実施し
考察できる 左記に達しない

評価項目5
依頼されたテーマを通して地域や
企業等に貢献するという意識を十
分に持って課題に取り組むことが
できる

依頼されたテーマを通して地域や
企業等に貢献するという意識を持
って課題に取り組むことができる

左記に達していない

評価項目6 効果的にディスカッションするた
めの準備や配慮が十分にできる

効果的にディスカッションするた
めの準備や配慮が十分にできる 左記に達していない

評価項目7
成果を構成や文言にも十分に注意
してレポート等の文書に記述でき
る

成果をレポート等の文書に記述で
きる 左記に達していない

評価項目8 成果等を発表する対象にも十分に
配慮して口頭発表できる

成果等を発表する対象に配慮して
口頭発表できる 左記に達していない

評価項目9
課題解決に必要になる知識や技術
を自ら考えることができ、その知
識を多面的に応用できる

課題解決に必要な知識を多面的に
応用できる 左記に達していない

評価項目10 課題解決に際して、十分に論理的
で多面的なアプローチができる

課題解決に際して、多面的なアプ
ローチができる 左記に達していない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 A-1 学習・教育到達目標 A-2 学習・教育到達目標 A-3 学習・教育到達目標 B-3 学習・教育到達目標 D-3 学習・教育到達
目標 E-1 学習・教育到達目標 E-2 学習・教育到達目標 E-3 学習・教育到達目標 F-1 学習・教育到達目標 F-2
教育方法等

概要

地域企業等をクライアントとして、そこからの実課題にグループで取り組む。この時、課題解決のための期間（納期
）、コスト、品質など企業活動で必要となる考えに配慮して取り組むことになる。実施にあたっては地域企業等の現職
あるいは退職者をマイスターとして協力いただき、企画の立案や進捗状況管理、人的ネットワークなど、チームの一員
としての協力をいただける。何ウィいつまでにどこまで明らかにするかを記した実験計画書が重要であり、限られた期
間内にどこまで行うか」についてクライアントと十分にすり合わせることも必要になる。
＜実務との関係＞
　この科目は企業の現職および退職技術者を特専教員（マイスター）として複数名活用し、学生が地域企業等の課題に
取り組むプロセスを学ぶPBL形式の実践的な授業を行うものである．

授業の進め方・方法
各テーマに数名の学生が取り組むが、教員やマイスターの指導は最小限によどめるので、事前の準備やテーマの背景、
その課題を解決したときの効果、依頼者の切迫度（緊急度）など十分に配慮して自主的に取り組むこと。
評価は、企画書の内容、毎週の進捗状況報告（週報）、定期的な口頭での報告（中間報告・月例報告）、成果報告会、
成果報告書による。

注意点

各エビデンスの割合は以下に示すとおりだが、その内訳としてとして学習・教育目標が均等な割合で割り当てられてい
る。
実験企画書（A-1,A-2,A-3,F-1を各10点満点で評価)：（25%)
継続的な活動:週報（A-1,A-2,A-3を各10点満点で評価）：（15％）
継続的な活動:中間報告会（月例報告）（E-1,E-3,F-1,F-2を各10点満点で評価）：（15％）
成果発表（最終報告会）（プレゼン）（E-1,E-3,F-1,F-2を各10点満点で評価）：（30％）
成果報告書（B-3,D-3,E-2,F-2を各10点満点で評価）：（15％）

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ 1週 ガイダンス 授業計画、到達目標、評価方法の説明、諸注意につい
て理解する。実験テーマを選択する。



2週 調査・依頼企業等との打ち合わせ、企画立案

実験テーマの背景や達成してほしい目標など、クライ
アントとの意見交換等を通して絞り込み、企画を立案
する。企画書には、各人の役割、期間中に何をどこま
で実施するか、必要な物品等を盛り込む。進捗状況を
週報に記載。

3週 先週の実施内容の確認と、今週の目標の共有、実作業 同上

4週 適宜月例報告会（第一回目は企画報告会になる） 企画の妥当性を多面的に判断し、他者の意見を踏まえ
て企画を再構築できるようになる。

5週 課題解決に向けた実験等 実施計画に沿った実験が実施できる

6週 以後、必要に応じてクライアントとの意見交換など含
めながら、実作業と月例報告 同上

7週 同上 同上
8週 同上 同上

2ndQ

9週 同上 同上
10週 同上 同上
11週 同上 同上
12週 同上 同上
13週 同上 同上
14週 同上 同上
15週 同上 同上

16週 中間発表（月例報告として評価） 半期取り組んだ成果を口頭発表し、計画の進捗状況に
ついても自己評価して的確に発表できる。

後期

3rdQ

1週 必要に応じてクライアントとの意見交換など含めなが
ら、実作業と月例報告 実施計画に沿った実験が実施できる

2週 同上 同上
3週 同上 同上
4週 同上 同上
5週 同上 同上
6週 同上 同上
7週 同上 同上
8週 同上 同上

4thQ

9週 同上 同上
10週 同上 同上
11週 同上 同上
12週 同上 同上
13週 同上 同上
14週 同上 同上

15週 成果報告会
1年間取り組んだテーマに対して、対象者を意識してス
ライドや内容の難易度などに配慮して口頭発表できる
。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 4 前3,後2

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 4 前3,後2

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 4 前3,後2

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 4 前3,前6,前

16,後2
実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 4 前3,前6,後

2

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 4 前3,前6,前
16,後2

実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 4 前3,前6,後
2

実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 4 後2
個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 4 後2

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 4 後1,後2
レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 4 前16,後2

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

説明責任、製造物責任、リスクマネジメントなど、技術者の行動
に関する基本的な責任事項を説明できる。 4 前6,前16

現代社会の具体的な諸問題を題材に、自ら専門とする工学分野に
関連させ、技術者倫理観に基づいて、取るべきふさわしい行動を
説明できる。

4 前6,前16

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。 4 前6,前16
社会における技術者の役割と責任を説明できる。 4 前6,前16



情報技術の進展が社会に及ぼす影響、個人情報保護法、著作権な
どの法律について説明できる。 4 後2

高度情報通信ネットワーク社会の中核にある情報通信技術と倫理
との関わりを説明できる。 4 後2

環境問題の現状についての基本的な事項について把握し、科学技
術が地球環境や社会に及ぼす影響を説明できる。 4 後2

環境問題を考慮して、技術者としてふさわしい行動とは何かを説
明できる。 4 後2

過疎化、少子化など地方が抱える問題について認識し、地域社会
に貢献するために科学技術が果たせる役割について説明できる。 4 前3,前6,後

15
知的財産の獲得などで必要な新規アイデアを生み出す技法などに
ついて説明できる。 4 前3,前6

全ての人々が将来にわたって安心して暮らせる持続可能な開発を
実現するために、自らの専門分野から配慮すべきことが何かを説
明できる。

4 前2,前3,後
15

技術者を目指す者として、平和の構築、異文化理解の推進、自然
資源の維持、災害の防止などの課題に力を合わせて取り組んでい
くことの重要性を認識している。

4 前2,前3,後
15

分野横断的
能力

汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能

日本語と特定の外国語の文章を読み、その内容を把握できる。 4 前2,前3,前
5,後1

他者とコミュニケーションをとるために日本語や特定の外国語で
正しい文章を記述できる。 4 前2,前3,前

5,後1,後15

他者が話す日本語や特定の外国語の内容を把握できる。 4 前2,前3,前
5,後1,後15

日本語や特定の外国語で、会話の目標を理解して会話を成立させ
ることができる。 4 前2,前3,前

5,後1,後15

円滑なコミュニケーションのために図表を用意できる。 4 前2,前3,前
5,後1,後15

円滑なコミュニケーションのための態度をとることができる(相
づち、繰り返し、ボディーランゲージなど)。 4 前2,前3,前

5,後1,後15

他者の意見を聞き合意形成することができる。 4 前2,前3,前
6,後1

合意形成のために会話を成立させることができる。 4 前2,前3,前
6,後1

グループワーク、ワークショップ等の特定の合意形成の方法を実
践できる。 4 前2,前3,前

6
書籍、インターネット、アンケート等により必要な情報を適切に
収集することができる。 4 前3,前6

収集した情報の取捨選択・整理・分類などにより、活用すべき情
報を選択できる。 4 前3,前6,後

15
収集した情報源や引用元などの信頼性・正確性に配慮する必要が
あることを知っている。 4 前3,前6,後

15
情報発信にあたっては、発信する内容及びその影響範囲について
自己責任が発生することを知っている。 4 前3,前6,後

15
情報発信にあたっては、個人情報および著作権への配慮が必要で
あることを知っている。 4 前3,前6,後

15

目的や対象者に応じて適切なツールや手法を用いて正しく情報発
信(プレゼンテーション)できる。 4

前2,前3,前
5,前6,後
1,後15

あるべき姿と現状との差異(課題)を認識するための情報収集がで
きる 4 前3,前5

複数の情報を整理・構造化できる。 4 前2,前3,前
5,前6

特性要因図、樹形図、ロジックツリーなど課題発見・現状分析の
ために効果的な図や表を用いることができる。 4 前2,前3,前

5,前6
課題の解決は直感や常識にとらわれず、論理的な手順で考えなけ
ればならないことを知っている。 4 前1,前2,前

3,前6
グループワーク、ワークショップ等による課題解決への論理的・
合理的な思考方法としてブレインストーミングやKJ法、PCM法等
の発想法、計画立案手法など任意の方法を用いることができる。

4 前2,前3,前
6

どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる
。 4 前2,前3,前

6,後15

適切な範囲やレベルで解決策を提案できる。 4 前2,前3,前
5,前6,後15

事実をもとに論理や考察を展開できる。 4 前2,前3,前
6,後15

結論への過程の論理性を言葉、文章、図表などを用いて表現でき
る。 4 前2,前3,前

5,前6,後15

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

周囲の状況と自身の立場に照らし、必要な行動をとることができ
る。 4 前2,前3,前

6

自らの考えで責任を持ってものごとに取り組むことができる。 4 前2,前3,前
6

目標の実現に向けて計画ができる。 4 前3,前6
目標の実現に向けて自らを律して行動できる。 4 前3,前6
日常の生活における時間管理、健康管理、金銭管理などができる
。 4 前3,前6



社会の一員として、自らの行動、発言、役割を認識して行動でき
る。 4 前3

チームで協調・共同することの意義・効果を認識している。 4 前3
チームで協調・共同するために自身の感情をコントロールし、他
者の意見を尊重するためのコミュニケーションをとることができ
る。

4 前3

当事者意識をもってチームでの作業・研究を進めることができる
。 4 前3

チームのメンバーとしての役割を把握した行動ができる。 4 前3
リーダーがとるべき行動や役割をあげることができる。 4 前3
適切な方向性に沿った協調行動を促すことができる。 4 前3
リーダーシップを発揮する(させる)ためには情報収集やチーム内
での相談が必要であることを知っている 4 前3

他者のおかれている状況に配慮した行動がとれる。 4 前2,前3,前
6,後1

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果を認識し、技術者が社会に
負っている責任を挙げることができる。 4 前1,前2,前

3,前6,後15
企業等における技術者・研究者等の実務を認識している。 4 前3,前6
企業人としての責任ある仕事を進めるための基本的な行動を上げ
ることができる。 4 前3,前6

企業には社会的責任があることを認識している。 4 前3,前6
企業が国内外で他社(他者)とどのような関係性の中で活動してい
るか説明できる。 4 前3

調査、インターンシップ、共同教育等を通して地域社会・産業界
の抱える課題を説明できる。 4 前1,前3,後

1,後15
企業活動には品質、コスト、効率、納期などの視点が重要である
ことを認識している。 4 前1,前3,前

6,後1,後15
社会人も継続的に成長していくことが求められていることを認識
している。 4 前3,後1

技術者として、幅広い人間性と問題解決力、社会貢献などが必要
とされることを認識している。 4 前3,後1,後

15
高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 4 前3,前6,後

1,後15
企業人として活躍するために自身に必要な能力を考えることがで
きる。 4 前3,前6,後

1
コミュニケーション能力や主体性等の「社会人として備えるべき
能力」の必要性を認識している。 4 前2,前3,前

6,後1

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 4 前2,前3,前
6,後1,後15

公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 4 前2,前3,前

6,後1,後15
要求に適合したシステム、構成要素、工程等の設計に取り組むこ
とができる。 4 前2,前3,前

6,後1,後15
課題や要求に対する設計解を提示するための一連のプロセス(課
題認識・構想・設計・製作・評価など)を実践できる。 4 前2,前3,前

6,後1,後15
提案する設計解が要求を満たすものであるか評価しなければなら
ないことを把握している。 4 前2,前3,前

6,後1,後15
経済的、環境的、社会的、倫理的、健康と安全、製造可能性、持
続可能性等に配慮して解決策を提案できる。 4 前2,前3,前

6,後1,後15
評価割合

企画書 中間報告（月例
報告） 週報 最終報告会 最終報告書 その他 合計

総合評価割合 25 15 15 30 15 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 0 0 0 0 4 0 4
分野横断的能力 25 15 15 30 11 0 96



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 インターンシップ
科目基礎情報
科目番号 0004 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 平沢 秀之
到達目標
①　自ら仕事を計画して継続的に実行し，まとめ上げることができる(A-1)
②　チームの一員としての役割と責任を理解して自主的に行動できる(A-2)
③　技術者としての社会に対する役割と責任について説明できる(D-3)
④　成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる(E-2)
⑤　成果を的確にプレゼンテーションすることができる(E-3)
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目① 自主的に課題を見出し，計画を立
案し，継続的に実行できる。

指示された課題に対して計画を立
案し，継続的に実行できる。

計画の立案ができない。継続的に
実行することができない。

評価項目②
就業体験を通して，チームの一員
としての役割と責任を理解し，仲
間と協働できる。

就業体験を通して，チームの一員
としての役割と責任を理解してい
る。

就業体験を通して，チームの一員
としての役割と責任を理解できな
い。

評価項目③
就業体験を通して，技術者として
の社会に対する役割と責任につい
て理解し，説明と行動ができる。

就業体験を通して，技術者として
の社会に対する役割と責任につい
て理解し，説明ができる。

就業体験を通して，技術者として
の社会に対する役割と責任につい
て理解できない。

評価項目④
的確な図表等を駆使して，報告書
が正確かつ論理的に記述されてい
る。

報告書が正確かつ論理的に記述さ
れている。

報告書が不正確で，論理的に記述
されていない。

評価項目⑤
効果的な資料を駆使して，正確か
つ分かりやすくプレゼンテーショ
ンすることができる。

成果を正確に分かりやすくプレゼ
ンテーションすることができる。

内容を理解しておらず，大きな誤
りがある。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 A-1 学習・教育到達目標 A-2 学習・教育到達目標 D-3 学習・教育到達目標 E-2 学習・教育到達目標 E-3
教育方法等

概要
実習先における実習を通して，定められた実習テーマを自ら継続的に実行し(A-1)，チームの一員として責任を持って自
主的に行動するとともに(A-2)，技術者としての社会に対する役割と責任について理解する(D-3)。また，その成果を論
理的な文章にまとめ (E-2)，的確にプレゼンテーションを行うことができる(E-3)。

授業の進め方・方法
実習先は，国内，国外を問わない。企業に加え，大学等の教育機関や研究機関・公共団体での実習も可能とする。実施
時期・日数は長期休業中の15日以上とする。また，実習テーマに関して可能な限り事前準備をし，単に実習を行うとい
う感覚ではなく，将来の方向を見定め，技術者としての基礎的素養を養うなど目的意識を持って参加すること。

注意点

「全専攻」学習・教育到達目標の評価：
インターンシップ日誌　：10%(A-1:100%)
インターンシップ報告書：30%(A-2:20%，D-3:40%，E-2:40%)
発表会             ：40%(D-3:30%，E-3:70%）
実習先評価         ：20%(A-1:50%，A-2:50%)
ここに，
インターンシップ日誌の評価：専攻科委員により評価
発表会の評価方法：発表資料，発表内容，発表態度について，専攻科委員と発表会出席教員により評価
報告書の評価方法：インターンシップ報告書について，専攻科委員により評価
実習先評価: 指導責任者による評価

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 実施時期・日数は長期休業中の15日以上とする。 （受け入れ先の都合などで，15日以上の日数を確保で
きない場合には専攻科委員会で対応を検討する）

2週 １．実習期間決定前

3週
実習先は，国内，国外を問わない．企業に加え，大学
等の教育機関や研究機関・公共団体での実習も可能と
する。ただし，函館高専地域連携協力会への加盟企業
を中心に，地元企業での実習を推奨する。

4週
実習先への依頼，調整ならびに学生の指導は，主に担
当専攻科委員が行い，特別研究担当教員がサポートす
る。

5週 事前に目的，心構え，社会のルール等についてきめ細
かな指導を行う（実習直前にガイダンス）。

実習目的，心構え，社会のルール等について理解する
。

6週 ２．実習期間決定後

7週 テーマは実習先から提示されたものを下に，学生と実
習先とで協議して決定する。

8週 ３．実習期間中



2ndQ

9週 期間中，学生は日々の実習内容を日誌に記録し，次回
の計画や現状の課題等を整理しておく。

与えられたテーマに関しての疑問点や課題について
，自分の考えをまとめ，実習先での担当者や関係者と
討論できる。

10週
期間中，特別研究担当教員及び担当専攻科委員は協議
の上，代表者が実習先を最低１回は訪問あるいは電話
連絡し，状況を把握するとともに，改善点があれば是
正に努める。

得られた技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な
文章にまとめることができる。（海外の場合には，報
告書や日誌を英語で書いても良い）。

11週 ４．実習終了後

12週
・インターンシップ報告書
終了後，学生はインターンシップ報告書を作成し，実
習先担当者の承認を経て，実習日誌とともに本校へ提
出する。

得られた技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な
文章にまとめることができる。（海外の場合には，報
告書や日誌を英語で書いても良い）。

13週
・実習先からの評価
実習先担当者から，学生の実習状況についてインター
ンシップ評価書を受ける。

14週 ５．インターンシップ報告会

15週
インターンシップ報告会を開催し，仕事の内容，実習
先での実習で感じたこと，学んだことなどを説明し
，専攻科担当教員などの評価とコメントを受ける。

成果等を整理し，的確なプレゼンテーション資料を作
成し，それを用いて的確に発表できる。

16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

インターンシップ日誌 インターンシップ報告
書 発表会 実習先評価 合計

総合評価割合 10 30 40 20 100
分野横断的能力 10 30 40 20 100



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 品質管理
科目基礎情報
科目番号 0005 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 自作プリント
担当教員 小林 淳哉
到達目標
1.計量値、計数値のデータから、統計的な計算により製造プロセス等が管理された状態にあるか判断できる。
2.実験データを統計的に判断して数値解析ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
実際の製造現場を想定して得られ
る平均値、分散値、相関係数、不
良率から、製造プロセスが管理状
態にあるか判断できる。

典型的な例として示される平均値
、分散値、相関係数、不良率のデ
ータから、製造プロセスが管理状
態にあるか判断できる。

左記に達していない

評価項目2
実際の実験データ等に対し、分散
分析、多変量解析、基本的な実験
計画法を適用してデータに対して
さまざまな判断ができる。

典型的な課題に対し、分散分析、
多変量解析、基本的な実験計画法
を適用してデータに対して判断が
できる。

左記に達していない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-1
教育方法等

概要

品質管理は様々なデータから品質や製造工程を評価するための数学の一分野である。品質管理の本質は「得られたデー
タから製造工程をどう評価するか」であり、授業を通して実践的な生産の場で用いる数学的な知識として活用できるよ
うになることを目指す。また実験計画法、分散分析、多変量解析は、実験データから論理的な実験プロセスを提案する
ための知識であり、特別研究など研究プロセスの検討にも生かされるものである。さらに、企業人としてデータを正し
く判断し、責任ある技術者・研究者として改善活動を行っていけるようになるための知識である。
＜実務との関係＞
　この科目は企業で無機材料の研究開発を通して統計的品質管理に基づくデータ分析を行なっていた教員が、その経験
を生かし企業の生産現場や開発現場でのデータの統計的品質管理手法について講義形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法

Office365に必要なデータや資料はアップロードする。毎回演習を行う。この際、Excelに標準の統計分析ツールを用い
る。
本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せ、事前課題や授業中に出題される課題や演習問題に取り組み提出しなければならない。
自学自習の成果は毎回の授業の内容を基にして与えられる課題や定期試験によって評価する。

注意点 「全専攻」学習・教育目標の評価：中試験45％(B-1)、期末試験45％(B-1)、課題10％(B-1)とする
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
品質と機能

授業の留意点、評価方法など理解する
製品開発を想定し、基本的な「品質-機能展開」ができ
る。

2週 計量値の検定と推定①
　実データからの母分散の検定と推定

帰無仮説、対立仮説、有意水準を設定でき、計量値の
分散の検定と推定ができる

3週 計量値の検定と推定②
　実データからの母平均の検定と推定

標準偏差が既知と未知の場合の母平均の検定と推定が
できる

4週 計量値の検定と推定③
　2組の平均値の差の検定（1） 対応のない2組の平均値の差の検定と推定ができる

5週 計量値の検定と推定④
　2組の平均値の差の検定（2） 対応のある2組の平均値の差の検定と推定ができる

6週 相関係数の算出と検定① データから母集団の母相関係数の検定と推定ができる

7週 相関係数の算出と検定② アンケート分析などに用いられる「順位検定」の相関
係数を算出し有意検定ができる

8週 計量値の計数化と符号検定 計量値を計数化し、符号検定表を用いて相関や平均値
の差の検定ができる

4thQ

9週 中試験

10週
答案返却と解答
計数値の検定と推定①
　母不良率の差の検定

不正解部分を正確に解答できるようになる
母不良率の差の検定と推定ができる

11週 計数値の検定と推定②
　2組の不良率の差の検定 2組の不良率の差の検定と推定ができる

12週 分散分析①
　一元配置の分散分析、二元配置

分散分析の目的や用語が説明でき、一元配置と繰り返
しの有無に応じた二元配置の分散分析ができる

13週 同上 同上

14週 多変量解析 実データに対して多変量解析ができ、因子の寄与の程
度から線形式を提案できる

15週 実験計画の基本
実験の試行回数を効率化する観点から、実験計画の意
義を説明でき、代表的な実験計画の型を適用して、デ
ータ分析ができる。



16週 定期試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 90 10 0 0 0 0 100
基礎的能力 90 10 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 ユニバーサルデザイン論
科目基礎情報
科目番号 0006 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配布プリント
担当教員 山田 誠,小山 慎哉
到達目標
エンジニアが開発にあたって考慮されるべき概念である「ユニバーサルデザイン」を理解し、多岐にわたる人間の特性に配慮したデザインをす
ることができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
ユニバーサルデザインの必要性を
説明することができ、それを意識
したデザインができる。

ユニバーサルデザインの必要性を
説明できる。

ユニバーサルデザインの必要性を
説明できない。

評価項目2 様々な障がいを持つ人々に応じた
適切なデザインを提案できる。

様々な障がいを持つ人々に応じた
デザインの方法を理解している。

様々な障がいを持つ人々に応じた
デザインの方法を理解していない
。

評価項目3 様々な障がいに配慮したWebコン
テンツを作成できる。

様々な障がいに配慮したWebコン
テンツについて理解している。

様々な障がいに配慮したWebコン
テンツについて理解していない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 D-2
教育方法等

概要
ユニバーサルデザインは、まちづくり、建築物、工業製品、ソフトウェアなど、多岐にわたって考慮されるべき概念で
あり、ものづくりに携わる理工系学生に必須の知識であることを理解し、社会に出てから現場で応用できるための知識
を身に着ける。

授業の進め方・方法 主に座学で進める。適宜参考資料を紙面またはWebで配布する。

注意点

社会や日常生活と密接にかかわる内容であるので、身の回りのモノやできごとに常に関心を持つこと。
本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。
自学自習の成果は課題及び試験によって評価する。
　「生産システム工学専攻」学習・教育到達目標の評価：１
中テスト(D-2)(40%)，期末試験(D-2)(40%)，課題(D-2)(20%)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
ユニバーサルデザイン(UD)原則

授業の概要と目標を理解できる。
ユニバーサルデザイン原則について理解し説明できる
。

2週 UDの歴史，UD関連法規・規格

ノーマライゼーションからUDへの流れについて理解で
きる。
バリアフリーとUDとの違いを説明できる。
UD関連の法律，規格について内容を理解し説明できる
。

3週 公共空間,生活用品におけるUDUD 公共空間（街）におけるUDの例を説明できる。
機能や形の工夫によるUDの例を説明できる。

4週 システム安全設計 フェールセーフ，フールプルーフ，フォールトレラン
スについて説明できる。

5週 設計作図表現の基礎 UDを考慮した形状の表現するための作図（正投影，等
角図）ができる。

6週 UDを考慮した設計（１） 身の回りのもので，UDを考慮した設計ができる。

7週 UDを考慮した設計（２） 身の回りのもので，UDを考慮した設計にたいする，評
価ができる。

8週 中テスト 試験を通じて学習内容を説明できる。

2ndQ

9週 障がい者支援UDの概要 障がい者を支援するUDについて概要を理解できる。

10週 コンピュータアクセシビリティ 肢体不自由者がコンピュータを使いやすくするための
技術や配慮事項を説明できる。

11週 肢体不自由者のUD 下肢、上肢に障がいを持つ人に配慮したUDの例を説明
できる。

12週 視覚障がい者のUD 視覚障がい者に配慮したUDの例を説明できる。
13週 聴覚障がい者のUD 聴覚障がい者に配慮したUDの例を説明できる。

14週 Webアクセシビリティ 障がい者に配慮したWebコンテンツの作成ガイドライ
ンについて理解できる。

15週 Webコンテンツの調査と作成 公共性の高いWebコンテンツが、ガイドラインに即し
ているか調査することができる。

16週 期末試験 試験を通じて学習内容を説明できる。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 0 20 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 応用解析学
科目基礎情報
科目番号 0007 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「新応用数学」高遠節夫ほか５名（大日本図書）　「新応用数学問題集」高遠節夫ほか５名（大日本図書）
担当教員 菅 仁志
到達目標
1.複素数の極形式が計算できる。
2.コーシー・リーマンの関係式を用いで、正則関数の導関数が計算できる。
3.簡単な複素関数の積分計算ができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
極形式を用いて、複素数の性質を
調べたり、二項方程式に応用する
ことができる。

極形式を用いて、複素数の性質を
調べるとができる。

複素数を極形式で表すことができ
ない。

評価項目2
正則関数に対して導関数を求める
ことができ、１次分数関数や正則
関数による写像を求めることがで
きる。

コーシー・リーマンの関係式を利
用して、正則関数に対する微分が
できる。

コーシー・リーマンの関係式の理
解が不十分で、正則関数かどうか
の判定や微分ができない。

評価項目3
コーシーの積分定理を利用して、
いろいろな複素積分の値を求める
ことができる。

コーシーの積分定理を利用して、
簡単な積分の値を求めることがで
きる。

コーシーの積分定理を利用して、
簡単な積分の値を求めることがで
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-1
教育方法等

概要
広く工学に用いられている数学として代表的な理論である複素関数論を学び、解析力を強化するとともにこれまで学ん
だ数学の応用力を伸長することを目標とする。
授業内容は公知の情報のみに限定されている

授業の進め方・方法
複素関数論は、これまでに学んだいろいろな数学の知識を総合・応用しながら学んでいくことになるので、微分積分を
はじめとしたこれまで学んだ数学の基礎知識がしっかり使いこなせることが望まれる。そのために、毎回の授業の予習
・復習を継続することはもちろん、これまでの理解が不十分なところがあれば厭わず、本科の教科書や問題集なども活
用しながら自発的に取り組んでいくこと。

注意点
さらに新たな知識の定着のためにも、補助教材として挙げた問題集などを活用しながら継続的に学習していくことが重
要である。
「全専攻」学習・教育到達目標の評価：中間試験（B-1）（50％），期末試験（B-1）（50％）
　　

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス、複素数と極形式 複素数を極形式で表すことができる

2週 絶対値と偏角 ド・モアブルの公式を用いて複素数のｎ乗計算ができ
る

3週 絶対値と偏角 二項方程式が解ける
4週 複素関数 複素関数の性質が証明できる

5週 複素関数 1次分数関数によって、移される図形を求めることがで
きる

6週 正則関数 複素関数の極限値が計算できる
7週 正則関数 複素関数の微分が計算できる
8週 中間試験

4thQ

9週 コーシー・リーマンの関係式 コーシー・リーマンの関係式を使って正則関数が判定
できる

10週 コーシー・リーマンの関係式 調和関数であることが証明できる
11週 逆関数 複素数の平方根の値が計算できる
12週 逆関数 対数関数の計算ができる
13週 複素積分 簡単な線積分が計算できる

14週 コーシーの積分定理 コーシーの積分定理を利用して簡単な線積分の計算が
できる

15週 コーシーの積分定理の応用 コーシーの積分定理を応用して実積分の値が計算でき
る

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100



基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 流体物理
科目基礎情報
科目番号 0008 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 プリントを配布
担当教員 剱地 利昭
到達目標
流体の運動方程式について、理解し説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
流体の運動方程式について、理解
し説明でき、簡単な流れ場に適用
できる

流体の運動方程式について、理解
し説明できる

流体の運動方程式について理解し
ていない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-1
教育方法等
概要 本講義では，物理の知識を基礎とし，流体力学へ応用する。さまざまな流体現象を，物理的な視点で捉え数式化し，こ

れまでに学習した数学の知識を活用し解ける能力を養うことを目的とする。
授業の進め方・方法 授業は配布した資料をもとに行う.

注意点

「全専攻」学習・教育到達目標の評価：
中間試験（B-1）（40%），期末試験(B-1）（40%），課題(B-1）(20%）

本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。
自学自習の成果は課題及び定期試験によって評価する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス
流体力学の基礎 学習の意義、進め方、評価方法の周知

2週 流体力学の基礎 密度・圧力・粘性応力などを説明できる。
3週 静水力学 パスカルの原理・浮力を説明できる。
4週 流体の質量保存法則 連続の式を理解できる。
5週 流体の質量保存法則 連続の式を導出できる。
6週 流体の質量保存法則 連続の式を応用できる。
7週 流体のエネルギー保存則 ベルヌーイの定理を理解できる。
8週 中試験

4thQ

9週 試験答案の返却と解答
10週 流体のエネルギー保存則 ベルヌーイの定理を導出できる。
11週 流体のエネルギー保存則 ベルヌーイの定理を応用できる。
12週 流体の運動量保存則 ナビエ・ストークス方程式を理解できる。
13週 流体の運動量保存則 ナビエ・ストークス方程式を導出できる。
14週 流体の運動量保存則 ナビエ・ストークス方程式を応用できる。

15週 ポテンシャル流理論 渦なし流れ・速度ポテンシャル・流れ関数を説明でき
る。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 課題 その他 合計
総合評価割合 80 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 80 0 0 0 20 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 工業数学
科目基礎情報
科目番号 0009 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「新応用数学」高遠節夫ほか５名（大日本図書）　「新応用数学問題集」高遠節夫ほか５名（大日本図書）
担当教員 菅 仁志
到達目標
1.　ベクトル関数の微分が計算できる。
2.　勾配、発散、回転が計算できる。
3.　簡単なベクトル関数の線積分が計算できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 ベクトル関数を微分して接線ベク
トル等を求めることができる。

ベクトル関数を微分することがで
きる。

ベクトル関数を微分することがで
きない。

評価項目2 勾配、発散、回転が混ざった複雑
な計算ができる。 勾配、発散、回転が計算できる。 勾配、発散、回転が計算できない

。

評価項目3 区分的になめらかな曲線に沿った
ベクトル場の線積分ができる。

簡単なベクトル場の線積分ができ
る。

簡単なベクトル場の線積分ができ
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-1
教育方法等

概要
自然科学や工学の各分野で使われるベクトル解析の基本的な知識・技法を習得する。まず、微分法をベクトル関数やベ
クトル場へ拡張することから始め、ベクトル微分演算子の意味を理解してその使い方を身につける。さらに、スカラー
場やベクトル場の線積分が計算できるようになることを目標とする。
授業内容は公知の情報のみに限定されている

授業の進め方・方法 試験では特に、基礎的事項の理解度を問う計算問題や文章問題を重点的に出題するので、基礎知識の系統だった理解に
心掛けるとともに、課題として与えた問題についてもしっかり理解しておくこと。

注意点
さらに新たな知識の定着のためにも、補助教材として挙げた問題集などを活用しながら継続的に学習していくことが重
要である。
「全専攻」学習・教育到達目標の評価：中間試験（B-1）（50％），期末試験（B-1）（50％）
　　

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 空間ベクトル 空間ベクトルの内積が計算できる
2週 外積 空間ベクトルの外積が計算できる
3週 ベクトル関数 ベクトル関数の微分が計算できる
4週 曲線 曲線の接線ベクトルが計算できる
5週 曲線 曲線の長さが計算できる
6週 曲面 曲面の単位法線ベクトルが計算できる
7週 曲面 曲面の面積が計算できる
8週 中間試験

2ndQ

9週 勾配 スカラー場の勾配が計算できる
10週 発散と回転 ベクトル場の発散と回転が計算できる

11週 発散と回転 発散と回転の公式を使ってベクトル場の発散と回転が
計算できる

12週 ラプラシアン スカラー場のラプラシアンが計算できる
13週 スカラー場の線積分 スカラー場の線積分が計算できる
14週 ベクトル場の線積分 ベクトル場の線積分が計算できる
15週 グリーンの定理 グリーンの定理を使って線積分、2重積分を計算できる
16週 期末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 物質環境工学特別研究Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0010 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 4
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材
担当教員 伊藤 穂高,宇月原 貴光,清野 晃之,小林 淳哉,松永 智子,寺門 修,水野 章敏,藤本 寿々,阿部 勝正
到達目標
　指導教員の指導のもとで高度な研究を行うことによって、専門的な知識を深め、創造力や問題解決能力を修得する。さらに、特別研究Ⅰ、
Ⅱを通して指導教員との議論に加え、学内外での発表会で他者と討論し、研究成果を論文にまとめる。以下に具体的な目標を記す。
①自ら仕事を計画して継続的に実行し、まとめまとめ上げることができる（A-1)。
②専門分野（材料・物性、バイオ・環境、農学など）の基礎知識を持っている（B-2)。
③情報の収集や整理などに、コンピューターなどの情報技術を用いることができる（C-1)。
④データの分析や解析、グラフ化などにコンピューターを活用することができる（C-2)。
⑤技術的課題について自分の考えをまとめ、他者と討論できる（Ｅ-1）。
⑥技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる（Ｅ-2）。
⑦技術的成果を的確にプレゼンテーションすることができる（Ｅ-3）。
⑧問題解決のために複数の解決手法を考案し、その中から最適な解決策を提案できる（Ｆ-2）。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 成果を的確にまとめ、論理的な考
察や討論ができる。

成果をまとめ、基本的な討論がで
きる。 左記に達していない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 A-1 学習・教育到達目標 B-2 学習・教育到達目標 C-1 学習・教育到達目標 C-2 学習・教育到達目標 E-1 学習・教育到達
目標 E-2 学習・教育到達目標 E-3 学習・教育到達目標 F-2
教育方法等

概要
　本科卒業までに修得した知識や技術を基礎として、研究課題を指導教員とともに計画し、自分自身の力で継続的に創
意工夫を行いながら実行する。その過程で、専門分野の基礎技術を身につけてゆく。さらに、得られたデータについて
情報技術を用いて整理したり、他者との討論から問題に際しての解決策を考える。また、その成果を正確な日本語を用
いて論理的な文書にまとめ、特別研究Ⅰ発表会で的確にプレゼンテーションすることを目標とする。

授業の進め方・方法

注意点

　特別研究は2年間で一つのテーマに取り組むことになる。長期間にわたるので、しっかりとした計画のもとに、指導教
員とは密接にコンタクトをとり、自発的・積極的に行動することが必要である。所属、研究テーマは専門性を深めたい
研究分野の教員と相談のうえ決定すること。
評価方法：　継続的な研究活動： 50%（Ａ-1：40%，Ｅ-1：20%，Ｆ-2：40%)
 　　　　　 　　 発表会： 50％（B-2:20%, C-1:10%, C-2:10%, E-1:20%, E-2:10%, E-3:30%）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
担当：小原　寿幸
微生物バイオテクノロジーによる水産系未利用資源の
資源化に関する研究

　ホタテガイの食品加工時に派生する様々な非可食組
織は、現在、水産系未利用資源として扱われており、
その資源化・有効利用は北海道の水産業界において最
重要課題である。これらタンパク質系の未利用資源か
ら微生物や酵素を用いて、エキス性の物質の製造を目
的とした水産系未利用資源の可溶化技術を開発するこ
とを目的とする。

2週 担当：松永智子
機能性生体分子に関する研究

生物がつくる機能性有機分子は多岐にわたり、その活
性と構造の新規性から生命科学の発展に貢献してきた
。本研究では、これらに続く新規生理活性物質を見出
すことを目的に、バイオアッセイの開発、あるいは各
種生物からの未知化合物の分離・精製・構造解析を行
う。また、有機化学、生化学、分子生物学などの手法
を用いて、得られた化合物とそれを含有する生物との
関わりについても明らかにしていく。

3週 担当：伊藤穂高
機能性高分子材料の合成と特性評価

有機材料を構成する分子の機能特性を極限まで追及し
て、生活・資源・環境など、いわゆる先端産業分野の
ニーズに応える高度な機能・性能を有する新しい機能
性有機材料の合成および評価を行なう。

4週 担当：　寺門修
リサイクル環境工学に関する研究

現在，品位の高い資源は次々と採掘されており，リサ
イクル容易な廃棄物についても，様々な再生利用がさ
れている。今後は，リサイクル困難な廃棄物からの資
源回収が重要になると考えられる．当研究室では化学
工学，プロセス工学，材料工学などの手法により，レ
アメタルやプラスチックなどのリサイクル環境工学に
関する研究を行う．

5週 担当：水野章敏
高融点機能性物質の創製と評価に関する研究

1500℃以上の高融点合金や高融点酸化物を主な対象と
し，バルクアモルファスや高温半導体の新たな創製法
の開発を目指す．特に，無容器浮遊法と呼ばれる手法
を用いた研究を中心として進め，高温過冷却液体の凝
固過程や凝固物質について，放射光実験などにより微
視的構造の観点から評価を行う．



6週
担当：清野晃之
ニラの処理や保存法によるメチイン・アリイン抽出量
の違いについて

ニラにはメチインとアリインが含まれており，その誘
導体物質に抗ピロリ菌や抗がん効果を示すことがわか
っている。しかし，ニラの処理や保存法により，メチ
イン・アリインの抽出量に違いがあることから，それ
らの抽出量が多くなる条件などを本研究で検討する。

7週 担当：藤本寿々
農水産生物の高付加価値化に向けた研究

北海道の農水産物の高付加価値化と廃棄物利用のため
，野菜・果物やその食品機能性を活かした発酵食品の
開発，食品成分による微生物の増殖制御，海産の未利
用資源（ヒトデ・海藻など）の有効利用法の開発など
を行う。

8週 担当：宇月原貴光
グリーンケミストリーを指向した有機合成手法

環境に優しい触媒として生体触媒を用いた物質変換や
、金属触媒や有機溶媒を使用しない有機合成法など、
環境に配慮した新たな物質変換について検討を行う。

2ndQ

9週
担当：小林淳哉
無機機能性材料の調製および埋蔵文化財の新規化学分
析法に関する研究

持続可能な循環型社会を築く上で重要なリサイクル技
術・環境浄化技術に関連して、リサイクル材料開発、
環境関連触媒開発を行う。また、埋蔵文化財に関する
化学分析手法を開発する。

10週 担当：阿部勝正
微生物及び酵素を用いた物質変換に関する研究

微生物や酵素を用いた物質変換は常温、常圧でも行う
ことが可能なものが多く、一般的に"eco-friendly"とさ
れている。本研究ではこれら微生物や酵素を用いた環
境汚染物質の分解や、有用物質の生産について検討を
行うとともに、それらが食品の味や性質に与える影響
についても解析する。

11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

継続的な研究活
動 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 50 0 0 0 0 100
基礎的能力 25 25 0 0 0 0 50
専門的能力 25 25 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 構造有機化学
科目基礎情報
科目番号 0011 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 プリント配布
担当教員 宇月原 貴光
到達目標
有機化学の範囲は広く、量子力学による有機物理化学から合成を目的とした合成有機化学まで拡がっている。ここでは有機化合物の物性、反応
性をその分子構造と関連づけて明らかにすることのできる基礎的知識を得ることを目的とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
混成軌道に関して、その構造を物
理的な形とともにその分子の電子
状態と関連づけて説明できる。

混成軌道の種類および特徴を説明
できる。

混成軌道の種類および特徴を説明
できない。

評価項目2

アンモニア、アミン、水、アルコ
ール、エーテルなどの一重結合を
持つ分子の形、C=O, C=N などの
二重結合を持つ分子の形について
理解する。さらに、ベンゼン、ピ
リジン、ピロールの分子の形と芳
香族性について説明することがで
きる。

ヘテロ原子を含む分子についてそ
の特徴を説明できる。

ヘテロ原子を含む分子についてそ
の特徴を説明できない。

評価項目3

有機化合物の5つの異性体について
その特徴を説明できる。さらに立
体異性体については命名法や配座
解析なども説明することができる
。

有機化合物の5つの異性体について
その特徴を説明できる。

有機化合物の5つの異性体について
その特徴を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
化学は理論で積み上げられた科学である。基本の原理は一握りほどのものである。この一握りの原理が幹となり、枝を
延ばし、花をつけているにすぎない。要求されるのはこの、ほんの一握りの原理を理解することだけである。全ての事
柄はこの原理の応用、解釈にすぎないことを実際にわかってもらいたい。

授業の進め方・方法 授業の最後には、授業内容に関する理解度を調べる小テストを行います。小テストは、授業内容および大学院入試問題
をおりまぜて行うので本科での有機化学ⅠおよびⅡの復習も行うようにしてください。

注意点 中間達成度確認テストは行わず、定期試験1回のみである。そのため、予習・復習をしっかりと行ってください。
「物質環境工学専攻」　学習・教育到達目標の評価：期末試験(B-2)(100%)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期
3rdQ

1週 ガイダンス
原子と電子配置

学習内容・意義・評価方法の周知徹底
電子殻と軌道の種類、電子配置（築き上げの原理、パ
ウリの排他律、フントの規則）を理解することができ
る。

2週 イオン結合と共有結合
共有結合と分子軌道

イオン結合と共有結合の違いを理解し、有機化合物の
一般的な形である共有結合を水素分子の形成過程から
理解することができる。

3週 分子間結合 水素結合およびvan der Waals 引力について理解する
ことができる。

4週 混成軌道
sp3混成軌道

炭素化合物と水素化合物のみからなる基本的な分子で
あるメタン、エタン，シクロプロパンなどの構造を物
理的な形とともにその分子の電子状態と関連づけて理
解することができる。

5週 sp2混成軌道
sp混成軌道

炭素化合物と水素化合物のみからなる基本的な分子で
あるエチレン、ブタジエンなどの構造を物理的な形と
ともにその分子の電子状態と関連づけて理解すること
ができる。

6週 非局在二重結合
特殊な構造

炭素化合物と水素化合物のみからなる基本的な分子で
あるブタジエン、アレンなどの構造を物理的な形とと
もにその分子の電子状態と関連づけて理解することが
できる。

7週 ヘテロ原子を含む構造　一重結合からなる分子および
二重結合を含む分子

アンモニア、アミン、水、アルコール、エーテルなど
の一重結合を持つ分子の形について理解することがで
きる。

8週 ヘテロ環状化合物
C=O, C=N などの二重結合を持つ分子の形について理
解する。さらに、ベンゼン、ピリジン、ピロールの分
子の形と芳香族性について理解することができる。

4thQ 9週 置換基
二トリル基、カルボキシル基、アミド基、ニトロ基等
の置換基とそれらの持つ感応効果について理解するこ
とができる。



10週
中間体の生成
イオンとラジカル
特殊イオン

中間体の生成の機構と一般的な中間体であるカチオン
、アニオン、ラジカルやｐ軌道架橋イオン、ホモイオ
ン等について理解することができる。

11週 不安定中間体 不安定中間体であるカルベン、ナイトレン、ベンザイ
ンの構造について理解することができる。

12週 構造異性体
互変異性体

構造異性体・互変異性体についてその特徴を理解する
ことができる。

13週 幾何異性体 幾何異性体についてその特徴を理解することができる
。

14週 配座異性体 配座異性体についてその特徴を理解することができる
。

15週 光学異性体 光学異性体についてその特徴を理解することができる
。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 有機化学

σ結合とπ結合について説明できる。 5
混成軌道を用い物質の形を説明できる。 5
誘起効果と共鳴効果を理解し、結合の分極を予測できる。 5
σ結合とπ結合の違いを分子軌道を使い説明できる。 5
ルイス構造を書くことができ、それを利用して反応に結びつける
ことができる。 5

共鳴構造について説明できる。 5
分子の三次元的な構造がイメージでき、異性体について説明でき
る。 5

構造異性体、シスートランス異性体、鏡像異性体などを説明でき
る。 5

化合物の立体化学に関して、その表記法により正しく表示できる
。 5

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 30
専門的能力 70 0 0 0 0 0 70
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 土壌学
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 土壌学の基礎（松中照夫, 農文協）
担当教員 松永 智子
到達目標
土壌の成り立ち、養分とその振舞い、農耕地土壌と環境との関係について基本的な知識を得る(B-2，100%) ．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 土壌の成り立ちについて具体例を
挙げて説明できる。

土壌の成り立ちについて基本的な
知識を習得している。

土壌の成り立ちについて基本的な
知識を習得できていない。

評価項目2 養分とその振舞いについて具体例
を挙げて説明できる。

養分とその振舞いについて基本的
な知識を習得している。

養分とその振舞いについて基本的
な知識を習得できていない。

評価項目3 農耕地土壌と環境との関係を具体
例を挙げて説明できる。

農耕地土壌と環境との関係につい
て基本的な知識を習得している。

農耕地土壌と環境との関係につい
て基本的な知識を習得できていな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等
概要 農作物を取り巻く諸問題を理解するための基礎的な知識として、農耕地土壌について学ぶ。また、「植物生理学(1年後

期)」「化学生態学(2年前期)」を学ぶ上でも基礎となる土壌中の物質移動について理解する。

授業の進め方・方法 授業は教科書に沿ってゼミナール形式で進める。事前に担当部分を指定するので予習して臨むこと。進度に応じて中間
試験を実施する場合がある。

注意点 「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：定期試験(B-2) (100％)
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業の進め方、評価方法について理解する。
2週 土壌とは何か 土壌の成り立ちを理解し、分類できる。
3週 土壌有機物 土壌有機物のはたらきについて説明できる。
4週 土壌の三相 土壌の三相を説明できる。
5週 養分の保持① 土壌がどのように養分を保持するかを説明できる。
6週 養分の保持② 土壌がどのように養分を保持するかを説明できる。
7週 土壌のｐHと温度が作物へ与える影響① 土壌のｐHと温度が作物へ与える影響を説明できる。
8週 土壌のｐHと温度が作物へ与える影響② 土壌のｐHと温度が作物へ与える影響を説明できる。

2ndQ

9週 土壌の肥沃度について 耕地の作物生産力と土壌の関係について説明できる。
10週 作物養分と土壌① 作物養分の土壌中での動態について説明できる。
11週 作物養分と土壌② 作物養分の土壌中での動態について説明できる。
12週 耕地土壌 耕地土壌の特徴について説明できる。
13週 土壌の質と劣化 土壌の質と劣化要因について説明できる。
14週 農耕地土壌と環境 農耕地に由来する環境汚染について説明できる。
15週 持続可能な農業と土壌保全 持続的食料生産と土壌保全について説明できる。
16週 期末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 0 50
専門的能力 50 0 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 植物生理学
科目基礎情報
科目番号 0013 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 植物生理学　生化学反応を中心に　加藤美砂子　著（裳華房）／（副）しくみと原理で解き明かす　植物生理学　佐藤
　直樹　著　（裳華房）　

担当教員 松永 智子
到達目標
生命を維持するシステムや駆動力の側面から植物の活動を理解し、植物の栄養、成長などの植物生理の基礎を説明できることを目標とする (B-
2) ．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安(不可)

評価項目1
生命を維持するシステムや駆動力
の側面から植物の活動を理解し、
植物の栄養、成長などの植物生理
の基礎を説明できる。

植物の栄養、成長などの植物生理
の基礎を説明できる。

植物の栄養、成長などの植物生理
の基礎を説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
植物生理学は、植物の成長メカニズムを化学や物理学の原理に基づいて理解しようとする学問である。本講義では植物
の細胞構造、光合成と物質生産および物質代謝の基本的な知識を学んだ後、植物ホルモンや二次代謝物等の役割につい
て学ぶ。

授業の進め方・方法 教科書に沿って進めるので、予習しておくことが望ましい。
進度に応じて中間試験を実施する場合がある。

注意点 「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：定期試験(B-2) (100％)
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス 植物に関する基本的なところを理解する。

2週 植物の体のつくり 植物が多細胞体であることを理解し、各細胞・組織・
器官がどのような機能を持つのか説明できる。

3週 水と植物 植物が水を吸い上げ、葉で蒸散する動的な活動を物理
的な仕組みから説明できる。

4週 植物体を構成する基本分子① 生物の体を構成する４大生体物質についてその機能と
構造を説明できる。

5週 植物体を構成する基本分子② 生物の体を構成する４大生体物質についてその機能と
構造を説明できる。

6週 植物機能を担う分子群① 植物機能を担う分子群について例を挙げて説明できる
。

7週 植物機能を担う分子群② 植物機能を担う分子群について例を挙げて説明できる
。

8週 光合成と呼吸① 光合成と呼吸について説明できる。

4thQ

9週 光合成と呼吸② 光合成と呼吸について説明できる。

10週 代謝系の基本① 代謝における酸化・還元、自由エネルギーについて説
明できる。

11週 代謝系の基本② 代謝における酸化・還元、自由エネルギーについて説
明できる。

12週 代謝系の基本③ 代謝における酸化・還元、自由エネルギーについて説
明できる。

13週 細胞増殖と成長・発生① 細胞の増殖から植物体の生長にいたる過程を説明でき
る。

14週 細胞増殖と成長・発生② 細胞の増殖から植物体の生長にいたる過程を説明でき
る。

15週 細胞増殖と成長・発生③ 細胞の増殖から植物体の生長にいたる過程を説明でき
る。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 0 50
専門的能力 50 0 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 食品加工学
科目基礎情報
科目番号 0014 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 Nブックス　四訂　食品加工学　宮尾茂雄　編（建帛社）
担当教員 藤本 寿々
到達目標
1. 食品の保存法や食品加工に用いられている操作法を説明することができる。
2. 食品加工に伴う成分変化や安全性を説明することができる。
3. 加工食品の表示や保健機能食品制度を説明することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

食品の保存法や食品加工に用いら
れている操作法について，食品の
劣化原因に応じた貯蔵方法や加工
法を合わせて説明することができ
る。

食品の保存法や食品加工に用いら
れている操作法を説明することが
できる。

食品の保蔵法や食品加工に用いら
れている操作法を説明することが
できない。

評価項目2
食品加工に伴う成分変化や安全性
について，生成要因や生成経路
，関連法規を合わせて説明するこ
とができる。

食品加工に伴う成分変化や安全性
を説明することができる。

食品加工に伴う成分変化や安全性
を説明することができない。

評価項目3
加工食品の表示や保健機能食品制
度について，関連法規を基に管轄
省庁を合わせて説明することがで
きる。

加工食品の表示や保健機能食品制
度について説明することができる
。

加工食品の表示や保健機能食品制
度について説明することができな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
　多くの食品は，保存性を高めるために原材料そのままではなく，栄養面や消費者の嗜好を反映させて改良を加えた加
工食品である。よって，安全で高品質な食品を効率的に生産するための基盤として，「原材料に合った加工・貯蔵方法
およびそれに伴う成分変化」や「加工食品の製造・包装・保存・流通過程」を習得する。

授業の進め方・方法 講義は教科書と適宜配布するプリントで進める。授業の最後に授業内容の定着を確認する演習をForms形式で実施する
こともあるので，授業中に理解する意識で臨んでください。

注意点

講義内容が幅広いため，予習復習により，本科で学習した内容や文献検索などで知り得た知識との融合を図り，理解を
深めること。
本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。自学自習の成果は自学自習の成果は「課題及び定期試験」によって評
価する。
※「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：期末試験(B-2)(70%) ，発表(B-2)(30%)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ０．ガイダンス
１．食品保存・加工と食生活

本科目の学習内容，到達目標，評価法を理解する。
食品保存と食品加工の目的を理解し，我々の食生活と
食品産業の現況について説明することができる。

2週 ２．食品の保蔵 食品の劣化原因に応じたさまざまな保存法とそれぞれ
の特徴を説明することができる。

3週 　　　　〃 　　　　〃

4週 ３．食品加工の操作 食品の物理的・化学的・生物学的加工法を理解し，そ
れぞれの特徴を説明することができる。

5週 　　　　〃 　　　　〃

6週 ４．食品の包装 食品包装の目的・包装材料・包装技術を説明すること
ができる。

7週 ５．食品加工の新しい技術 食品加工に応用されている加工法とそれらの特徴につ
いて説明することができる。

8週 　　　　〃 　　　　〃

4thQ

9週 ６．食品加工と成分変化 食品加工に伴う成分変化（変性・老化・酸化・褐変な
ど）とその要因について説明できる。

10週 ７．加工食品と安全性
８．加工食品の表示と規格

食品添加物と加工食品の安全性確保について説明する
ことができる。
食品の表示に関与する法律や加工食品の表示法・規格
について説明できる。

11週 ９．食用油脂
１０．コピー食品

食用油脂の原料と採油・精製法を説明することができ
る。
コピー食品の開発目的と役割を説明することができる
。

12週 発表準備（情報収集・スライド作成）
農産・畜産・水産加工品に用いられる食品加工法や加
工食品の特徴を理解し，分かりやすくまとめることが
できる。



13週 １１．農産加工 農産食品の加工法（学生によるプレゼンテーション
）と加工による成分変化を理解する。

14週 １２．畜産加工 畜産食品の加工法（学生によるプレゼンテーション
）と加工による成分変化を理解する。

15週 １３．水産加工 水産食品の加工法（学生によるプレゼンテーション
）と加工による成分変化を理解する。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 30 0 0 0 0 100
基礎的能力 20 10 0 0 0 0 30
専門的能力 30 10 0 0 0 0 40
分野横断的能力 20 10 0 0 0 0 30



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 金属材料工学特講
科目基礎情報
科目番号 0016 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 プリント（英文資料および問題）
担当教員 水野 章敏
到達目標
1.金属の一般的性質，金属材料の強化方法を説明できる．
2.一般的な2成分合金系の平衡状態図とFe-C系の平衡状態図について説明できる．
3.鋼の熱処理による組織の変化に加え、合金材料や複合材料について各実用材料の特徴を説明できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
一般的性質が自由電子にまた強化
策が欠陥や転位に関連することを
説明できる．

金属の一般的性質や強化策を説明
できる． 左記に達していない．

評価項目2
一般的に2成分合金系の状態図の見
方を理解でき，Fe-C系平衡状態図
の組織を説明できる．

2成分系合金系平衡状態図の見方を
理解できる 左記に達していない．

評価項目3
鋼の熱処理およびその効果，実用
材料の種類およびその特徴ついて
説明できる．

熱処理の幾つか，実用材料の幾つ
かについて説明できる． 左記に達していない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等
概要 金属材料の一般的な特性，合金の平衡状態図の見方など基礎的な知識を修得するとともに，特に鉄鋼材料について実際

に材料を選定し，応用できる基礎的知識を学ぶ．

授業の進め方・方法
・理論のみにとらわれず，材料の製法，利用面等，実際面の知識の養成に留意する．
・講義は英文資料の輪講とし，毎時間指定された箇所の要約を発表する形式とする．
・英文テキストの読解において専門用語が数多く出てくるため，本科で既習の内容については丹念に復習すること．

注意点 「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価: 期末試験(B-2) (100%)
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 ガイダンス(1.0h)
金属材料に関する一般的性質 金属材料の一般的性質について説明できる．

2週 金属と合金の構造 金属および合金の基本的な結晶構造等について説明で
きる．

3週 結晶構造におけるミラー指数と格子定数
金属の結晶構造についてミラー指数や格子定数を用い
て表現できる．
X線回折のデータから格子定数を決定することができ
る．

4週 格子欠陥 線欠陥や転位などの結晶における格子欠陥について説
明できる．

5週 結晶と非晶質 結晶，非晶質，ガラス，液体の構造の特徴のちがいを
説明できる．

6週 金属材料に関連した熱力学 ギブスの相律や相平衡を化学ポテンシャルを用いて説
明できる．

7週 合金の平衡状態図 平衡状態図をとおして金属および合金の変態を説明で
きる．

8週 到達度確認演習（中間試験相当内容） 既習内容に関連した問題を解くことができる．

4thQ

9週 鉄と炭素の合金状態図と組織 Fe-C系の合金状態図から各相変態および組織を読み取
ることができる．

10週 基本的な熱処理工程（焼なまし，焼ならし，焼入れ
，焼戻し）

基本的な熱処理工程の目的と方法を説明できる．

11週 エリンガム図 金属の酸化反応における標準Gibbs自由エネルギーの
温度依存性について説明できる．

12週 表面エネルギー 金属液体の表面エネルギーおよび表面張力について説
明できる．

13週 複合材料の基礎 複合材料の発展や分類について説明できる．

14週 複合材料の性質 強さの複合則，比強度の観点から複合化するメリット
を説明できる．

15週 期末試験 既習内容に関連した問題を解くことができる
16週 期末試験の答案返却・解答解説 試験答案返却・解答解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 物理化学 純物質の状態図(P-V、P-T)を理解して、蒸気圧曲線を説明でき

る。 5



2成分の状態図(P-x、y、T-x、y)を理解して、気液平衡を説明で
きる。 5

相律の定義を理解して、純物質、混合物の自由度(温度、圧力、
組成)を計算し、平衡状態を説明できる。 5

評価割合
定期試験 課題 レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 10 0 0 0 0 60
専門的能力 20 10 0 0 0 0 30
分野横断的能力 10 0 0 0 0 0 10



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 生物化学特講
科目基礎情報
科目番号 0018 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「はじめの一歩のイラスト生化学・分子生物学」（前野正夫・磯川桂太郎著／羊土社）
担当教員 藤本 寿々
到達目標
1. 生命現象を支える臓器と栄養素について説明できる。
2. タンパク質の機能について説明できる。
3. 生体分子の代謝について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
生命現象を支える臓器と栄養素に
ついて，代謝経路を含めて説明で
きる。

生命現象を支える臓器と栄養素に
ついて，大まかに説明できる。

生命現象を支える臓器と栄養素に
ついて説明できない。

評価項目2
タンパク質の機能について，構造
と生体内での作用メカニズムを含
めて説明できる。

タンパク質の機能について，大ま
かに説明できる。

タンパク質の機能について説明で
きない。

評価項目3
生体分子の代謝について，糖質
，脂質，タンパク質，ヌクレオチ
ドのすべての面から説明できる。

生体分子の代謝について，大まか
に説明できる。

生体分子の代謝について説明でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
生物化学は生命活動を分子のレベルで理解する学問である。生命現象を物質の化学反応の連続と捉え，生体内で合成・
分解されていく経路の重要性や最終産物の調節が行われていることを理解する。講義では，細胞の機能と構造から始ま
り，生きるためのエネルギーやからだを構成する成分がいかに作られ，生体内でどのように調節されているのかを学習
する。

授業の進め方・方法
教科書と配布プリントを中心に，関連分野の内容を含めて幅広く学修する。本講義では，生物体を構成する成分とそれ
ぞれのはたらき，生物体内で行われている化学反応，代謝経路など，生物に関する基本的な内容について学習する。4年
次の「生物化学」の科目で履修した内容も必要であるので，よく理解しておくこと。

注意点

本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。自学自習の成果は自学自習の成果は「課題及び定期試験」によって評
価する。
※「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：中間試験(B-2)(35%)，期末試験(B-2)(35%) ，実習・レポート
(B-2)(20%)，課題(B-2)(10%)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
０．ガイダンス
序章　生体の構成要素
 1) 動物体の構成
 2) 動物の組織

学習内容の全体像・重要性について説明できる。
動物体の構成と組織（上皮組織・支持組織・筋組織・
神経組織）について説明できる。

2週
１章　生命の単位
 1) 細胞膜の構造，性質，物質輸送
 2) 細胞小器官の構造とはたらき，オートファジー

細胞膜がリン脂質二重膜でできており，その間に特定
の物質を通す膜タンパク質があること，また，半透膜
で選択的透過性を持つことを説明できる。また，細胞
小器官（核・小胞体・ゴルジ体・リソソーム・ミトミ
ンドリアなど）の構造とはたらきを説明できる。
オートファジーの利点を理解し，リソソーム系とユビ
キチン-プロテアソーム系のオートファジーの違いにつ
いて説明できる。また，酵母を用いたオートファジー
のしくみ（ノーベル賞受賞）について説明できる。

3週  3) 細胞骨格を構成する繊維系
 4) 細胞接着

細胞骨格を構成する繊維系（アクチンフィラメント・
中間径フィラメント・微小管）の構造とはたらきを説
明できる。
細胞同士の接着結合様式について，結合の特徴と物質
輸送の面から説明できる。また，接着分子として発見
されたカドヘリンやインテグリンの最新研究法（フロ
ーサイトメトリー・ウエスタンブロット・組織免疫化
学法など）について理解し，結果の読み方を理解でき
る。

4週  5) 細胞周期とその調節

細胞周期の各期の特徴を説明できる。
細胞分裂の活性を調べる方法（BrdU取り込み，フロー
サイトメトリー）について説明できる。
サイクリン-Cdk複合体による細胞周期のチェックポイ
ント機構について，その利点と制御機構について説明
できる。

5週 　　〃
 6) 細胞死

細胞周期調節系に影響を及ぼす機構と使用頻度の高い
セルラインについて説明できる。
細胞周期に関連するがん遺伝子とがん抑制遺伝子の作
用について説明できる。
細胞死の意義，アポトーシスとネクローシスの形態学
的な違いについて説明できる。



6週 　　〃
 7) 組織の維持・再生と幹細胞

アポトーシスにおけるカスパーゼ活性化経路およびア
ポトーシス検出法（TUNEL染色・DNA断片化・ホスフ
ァチジルセリン検出）について説明できる。
幹細胞の分化能の分類，造血幹細胞からの血液成分の
分化，幹細胞の分離方法（フローサイトメトリー・細
胞移植）について説明できる。
細胞分裂とテロメア短縮の関係について説明できる。

7週  　　〃
テロメラーゼ（ノーベル賞受賞）活性のある細胞とな
い細胞の違いについて説明できる。
老化研究のモデル生物，アルツハイマーとの関連，長
寿者に特徴的な免疫細胞の構成について説明できる。

8週 中試験

2ndQ

9週
試験答案返却・解答解説
3章　生物体の機能とタンパク質
 1) 酵素と補酵素とビタミン
 2) ヒトのホルモンと受容体タンパク質

間違った問題の正答を求めることができる。
酵素と補酵素，ビタミンB群の重要性について説明で
きる。
ホルモンの分泌方法と受容体の特徴，ホルモンと自律
神経による調節（水分量調節・無機塩類調節・自律神
経による心拍数の変化）について説明できる。

10週  3) 神経系および筋収縮
 4) 植物の成長と調節および植物ホルモン

神経細胞の構造と刺激の伝導・伝達，有髄神経線維に
よる刺激の跳躍伝導の利点について説明できる。
植物の屈性と傾性，植物ホルモン（オーキシン・ジベ
レリン・サイトカイニン・アブシジン酸・エチレン・
フロリゲン）について説明できる。

11週  5) 収縮性タンパク質と魚介類のアレルゲン
 6) 血漿タンパク質とタンパク質の分類

滑り説による筋収縮が説明できる。また，筋組織のタ
ンパク質がアレルゲンであることを理解できる。
血漿タンパク質であるアルブミンとグロブリンのはた
らきと性質の違いについて説明できる。

12週  7) 構造タンパク質
 8) 骨形成と吸収

様々な細胞外マトリックス成分と細胞成分により，組
織や器官に機械的強度を与えていることを説明できる
。
骨および軟骨の構造・組成・はたらきおよび骨のリモ
デリングについて説明できる。

13週
8章　生命現象を支える臓器と栄養素
　脳，筋肉，肝臓，腎臓，血液など
9章　生体分子の代謝
 1) 糖質，脂質，タンパク質の代謝（復習）

ヒトの臓器のはたらきおよび三大栄養素の消化と吸収
について，本科で履修済みの内容と結び付けて，さら
に発展させて理解し，説明することができる。
三大栄養素である糖質，脂質，タンパク質の代謝につ
いて，本科で履修済みの内容と結び付けて，さらに代
謝の流れを発展させて理解し，説明することができる
。

14週  2) 糖新生とベントースリン酸回路
 3) ヌクレオチドの代謝

脂質やアミノ酸など，糖質以外の成分からグルコース
を合成する糖新生の過程について説明できる。
好気呼吸の解糖系から分岐して行われるベントースリ
ン酸回路について，物質変換の面から説明できる。
DNAの材料となるヌクレオチドの代謝とサルベージ回
路について説明できる。

15週
【課題】国立大学の理学部や農学部にある「生物化学
」研究室で行われている研究内容についての動画鑑賞
と内容についてのディスカッション

「生物化学」の分野で行われている研究概要，対象と
する実験動物，用いられている分析機器・実験装置な
どを理解し，自身の研究や進路に生かすことができる
。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中試験 期末試験 実験レポート 確認問題 課題 その他 合計
総合評価割合 40 40 0 0 20 0 100
基礎的能力 5 5 0 0 0 0 10
専門的能力 35 35 0 0 20 0 90
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 分子生物学特講
科目基礎情報
科目番号 0019 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 「はじめの一歩のイラスト生化学・分子生物学」（前野正夫・磯川桂太郎著／羊土社）
担当教員 藤本 寿々
到達目標
1.　遺伝子DNAの発現とタンパク質合成について説明できる。
2.　細胞周期とDNAの変異・修復機構について説明できる。
3.　遺伝子工学に用いられている技術について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 遺伝子DNAの発現とタンパク質合
成について詳細に説明できる。

遺伝子DNAの発現とタンパク質合
成について大まかに説明できる。

遺伝子DNAの発現とタンパク質合
成について大まかに説明できない
。

評価項目2 細胞周期とDNAの変異・修復機構
について詳細に説明できる。

細胞周期とDNAの変異・修復機構
について大まかに説明できる。

細胞周期とDNAの変異・修復機構
について説明できない。

評価項目3
遺伝子工学に用いられている技術
について，操作手順もあわせて詳
細に説明できる。

遺伝子工学に用いられている技術
について，大まかに説明できる。

遺伝子工学に用いられている技術
について説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
　生物はDNAに刻まれた遺伝情報を利用してタンパク質を合成し生命活動を営んでいる。本講義では，細胞分裂にとも
なうDNAの複製・組換え・修復機構・テロメア短縮，転写・翻訳にともなう遺伝子発現，発生過程における遺伝子発現
調節，集団遺伝学と遺伝的多様性の維持，最新の遺伝子操作技術について学習する。

授業の進め方・方法
　講義は教科書をもとに配布プリントで進める予定である。5年次に履修した「分子生物学」の学習内容が定着している
ものとして，新たな分野の内容と最新の操作技術や研究内容をあわせてより深い内容を学習する。また関連する文献の
輪読も行う。

注意点

本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。自学自習の成果は自学自習の成果は「課題及び定期試験」によって評
価する。
※「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：中間試験(B-2)(35%)，期末試験(B-2)(35%)，実習・レポート
(B-2)(20%)，課題(B-2)(10%)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週
０．ガイダンス
１．遺伝子とその継承
1) 遺伝情報を担う物質
2) DNAの複製

本科目の全体像・重要性について説明できる。
DNAの構造と複製過程が説明できる。

2週 3) DNA，染色体，ゲノム
4) 遺伝するDNA・遺伝子しないDNA

DNA，染色体，ゲノムの違いを説明できる。
体細胞分裂と減数分裂の違いを理解し，それぞれの分
裂のときにゲノムがどのように分裂されるのか理解で
きる。

3週 5) 細胞分裂とテロメア
6) 腫瘍とガン

細胞分裂のチェックポイント機構とDNAが細胞分裂ご
とに末端のテロメア配列が短かくなることを理解でき
る。
がん遺伝子とがん抑制遺伝子について説明できる。

4週 7) DNAの損傷と修復
8) 遺伝病

損傷したDNAの修復機構について説明できる。
遺伝病について説明できる。

5週 9) 遺伝的多様性（完全連鎖・不完全連鎖，組換え，乗
り換え）

遺伝的多様性の維持に必要な連鎖と減数分裂時の乗り
換えと組換えについて理解でき，連鎖地図を作成でき
る。

6週 ２．DNAの変化と進化
1) 生物の変異と進化

進化論の歴史，ヨハンセンの純系説，突然変異につい
て理解できる。

7週 2) 集団遺伝学 遺伝子頻度に関するハーディーワインベルグの法則と
ボトルネック効果について説明できる。

8週 中試験

4thQ

9週
答案返却
３．遺伝子DNAの発現とタンパク質合成
1) 一遺伝子一酵素説
2) 転写・翻訳

間違った問題の正答を求めることができる。
ビードルとテータムの一遺伝子一酵素説について説明
できる。
DNA上の遺伝情報が発現する過程について説明できる
。

10週 3) 転写調節因子・遺伝子発現調節 転写調節，クロマチン構造による遺伝子発現調節
，DNAのメチル化について説明できる。

11週 4) 遺伝子と発生・分化
発生過程における遺伝情報の維持，選択的遺伝子発現
（パフ・前後軸・誘導）と形態形成異常（ホメオティ
ック遺伝子）について説明できる。



12週
３．遺伝子の操作
1) PCR法
2) クローニング

PCR法について，その種類（リアルタイムPCR，RT-
PCR）と検出方法について理解できる。
遺伝子を釣り上げるクローニングの原理と方法を説明
できる。

13週 3) 【実習】プライマーの設計と遺伝子の相同性検索
フリーソフトを用いてPCRのためのプライマーの設計
とBLAST検索による遺伝子の相同性検索を行うことが
できる。

14週 4)遺伝子組み換え
5)ゲノム編集

動物細胞に用いられる方法と農作物に用いられる方法
（アグロバクテリウム法，パーティクル・ガン法，エ
レクトロポレーション法など）について理解できる。
ゲノム編集技術ならびにクリスパーキャス9の技術で行
われている様々な研究例（医療応用，育種全般）につ
いて理解し，分かりやすく伝えることができる。

15週 6)シーケンサー
7)トランスクリプトーム解析

シーケンサーによる塩基配列解読，次世代シーケンサ
ーについて原理と手法を説明できる。
トランスクリプトーム解析の方法として，ディファレ
ンシャルディスプレイ，DNAマイクロアレイ，RNA-
seqについて原理と手法を理解できる。

16週 学年末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中試験 学年末試験 レポート 確認問題 課題 その他 合計
総合評価割合 40 40 0 0 20 0 100
基礎的能力 5 5 0 0 0 0 10
専門的能力 35 35 0 0 20 0 90
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 プラクティカル・サイエンス
・イングリッシュ

科目基礎情報
科目番号 0032 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 Fundamental Science in English (Seibido) / TOEIC 公式問題集 / Speaking of Speech New Edition (MACMILLAN)
担当教員 奥崎 真理子,オレクサ ロバート
到達目標
・特別研究のアブストラクトを英語で発表できる
・特別研究のアブストラクトの内容を英語でスライド化できる
・特別研究のアブストラクトについて英語で質疑応答ができる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1：特別研究のアブストラ
クトを英語で発表できる

特別研究のアブストラクトを英語
のプロソディを保ちながら自然体
で発表できる

特別研究のアブストラクトを、あ
る程度の英語のプロソディを保ち
ながら制限時間内に発表できる

特別研究のアブストラクトを英語
で発表できない

評価項目2：特別研究のアブストラ
クトを英語スライドで表現できる

特別研究のアブストラクトをほぼ
正しい英語でスライド化できる

特別研究のアブストラクトを、文
法的な間違いは散見されるがある
程度英語でスライド化できる

特別研究のアブストラクトを英語
で示しているが、日本語機械翻訳
などで英語の意味をなさない

評価項目3：特別研究のアブストラ
クトについて英語で質疑応答がで
きる

特別研究のアブストラクトについ
て英語でよどみなく質疑応答がで
きる

特別研究のアブストラクトについ
てある程度の質疑応答ができる

特別研究のアブストラクトについ
て質疑応答ができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 D-1 学習・教育到達目標 E-4
教育方法等

概要
　英文の科学技術文書を読んで必要な情報や要点を把握することができる能力を身につけ（D-1)、将来仕事で国際的な
コミュニケーションを行うために必要な基礎的英語表現力と理解力を養う（E-4)。最終的には、専攻科で取り組んでい
る特別研究のアブストラクトを発表し、質疑応答ができることを学習到達目標とする。

授業の進め方・方法 日本人英語科教員とアメリカ人英語科教員が指導し、基本的なプレゼンテーション技能、基礎的な英語表現力・理解力
の定着を目指す。

注意点

〇特別研究アブストラクトの英語プレゼンテーションと質疑応答ができることがこの演習の目標である。コミュニケー
ションに必要な英語のみならず、専門英語についても語彙力・表現力を高めていくこと。
本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。
自学自習の成果は 以下の評価方法によって評価する。
①教科書の英文を正しく音読し理解することを前提とした暗唱発表をミニプレゼンテーション実技として評価する（9レ
ッスン：30%(D-1:50%, E-4:50%) 評価が18％を下回った場合は補習・再試験となる。
②前期試験：評価割合40％（D-1:50%, E-4:50%)　結果が24％を下回った場合は再試験対象となる。TOEIC IP また
は公開テストで500点以上の場合はスコアシートの証明を以て試験を免除する。
③特別研究のアブストラクト英語プレゼンテーション発表と質疑応答:30％(D-1：50%, E-4:50%)評価が18％を下回っ
た場合は再発表(質疑応答含む）対象となる。
〇専攻科2年生12月までに国際学会の発表実績があれば最終成績に10点を加点する。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 ガイダンス

・授業の進め方、評価方法、課題について理解する
・個人の学習到達目標を組み立てる
・dictationを通して、語彙力理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる

2週 Lesson１
・教科書の音読練習を通して理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる

3週 Lesson2
・教科書の音読練習を通して理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる

4週 Lesson3
・教科書の音読練習を通して理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる

5週 Lesson4
・教科書の音読練習を通して理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる

6週 Lesson5
・教科書の音読練習を通して理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる

7週 Lesson6
・教科書の音読練習を通して理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる

8週 Lesson7
・教科書の音読練習を通して理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる



2ndQ

9週 Lesson9
・教科書の音読練習を通して理解力表現力を身につけ
る
・プレゼンテーションの発表と自己評価ができる

10週 筆記試験 ・科学技術英語の基本的な表現を正しく理解できる
11週 特別研究のアブストラクトプレゼンテーション準備 ・英語で特別研究プレゼンテーションスライドを作る
12週 特別研究のアブストラクトプレゼンテーション準備 ・英語で特別研究プレゼンテーションスライドを作る
13週 特別研究のアブストラクトプレゼンテーション準備 ・英語で特別研究プレゼンテーションスライドを作る

14週 特別研究アブストラクトプレゼンテーション実技試験 ・英語で特別研究アブストラクトを発表し、質問に英
語で答える。

15週 特別研究アブストラクトプレゼンテーション実技試験 ・英語で特別研究アブストラクトを発表し、質問に英
語で答える。

16週 前期成績振り返り ・学習の成果を確認できる
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 英語

英語運用の
基礎となる
知識

聞き手に伝わるよう、句・文における基本的なリズムやイントネ
ーション、音のつながりに配慮して、音読あるいは発話できる。 4

明瞭で聞き手に伝わるような発話ができるよう、英語の発音・ア
クセントの規則を習得して適切に運用できる。 4

中学で既習の語彙の定着を図り、高等学校学習指導要領に準じた
新出語彙、及び専門教育に必要となる英語専門用語を習得して適
切な運用ができる。

4

中学で既習の文法や文構造に加え、高等学校学習指導要領に準じ
た文法や文構造を習得して適切に運用できる。 4

英語運用能
力の基礎固
め

日常生活や身近な話題に関して、毎分100語程度の速度ではっき
りとした発音で話された内容から必要な情報を聞きとることがで
きる。

4

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を基本的な表
現を用いて英語で話すことができる。 4

説明や物語などの文章を毎分100語程度の速度で聞き手に伝わる
ように音読ができる。 4

平易な英語で書かれた文章を読み、その概要を把握し必要な情報
を読み取ることができる。 4

日常生活や身近な話題に関して、自分の意見や感想を整理し、
100語程度のまとまりのある文章を英語で書くことができる。 4

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、実際の場
面で積極的にコミュニケーションを図ることができる。 4

実際の場面や目的に応じて、基本的なコミュニケーション方略
(ジェスチャー、アイコンタクト)を適切に用いることができる。 4

英語運用能
力向上のた
めの学習

自分の専門分野などの予備知識のある内容や関心のある事柄に関
する報告や対話などを毎分120語程度の速度で聞いて、概要を把
握し、情報を聞き取ることができる。

4

英語でのディスカッション(必要に応じてディベート)を想定して
、教室内でのやり取りや教室外での日常的な質問や応答などがで
きる。

4

英語でディスカッション(必要に応じてディベート)を行うため、
学生自ら準備活動や情報収集を行い、主体的な態度で行動できる
。

4

母国以外の言語や文化を理解しようとする姿勢をもち、教室内外
で英語で円滑なコミュニケーションをとることができる。 4

関心のあるトピックについて、200語程度の文章をパラグラフラ
イティングなど論理的文章の構成に留意して書くことができる。 4

関心のあるトピックや自分の専門分野のプレゼン等にもつながる
平易な英語での口頭発表や、内容に関する簡単な質問や応答など
のやりとりができる。

4

関心のあるトピックや自分の専門分野に関する論文やマニュアル
などの概要を把握し、必要な情報を読み取ることができる。 4

英文資料を、自分の専門分野に関する論文の英文アブストラクト
や口頭発表用の資料等の作成にもつながるよう、英文テクニカル
ライティングにおける基礎的な語彙や表現を使って書くことがで
きる。

4

実際の場面や目的に応じて、効果的なコミュニケーション方略
(ジェスチャー、アイコンタクト、代用表現、聞き返しなど)を適
切に用いることができる。

4

評価割合
試験 発表 教科書プレゼン 自己評価 合計

総合評価割合 40 25 25 10 100
基礎的能力 20 10 10 10 50
専門的能力 10 0 0 0 10
分野横断的能力 10 15 15 0 40



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 科学技術中国語
科目基礎情報
科目番号 0035 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 中国地区高専中国語中国教育研究会編『理系のための中国語入門　発音・基礎編』『理系のための中国語Ⅱ実践編』
（好文出版）クラウン中日辞典（小型版）（三省堂）

担当教員 泊 功
到達目標
　本科で学習した中国語を基礎として、さらなる中国語学習を通し、
①技術者として必要な表現、語彙を学び、中国語圏技術者と基本的なコミュニケーションができる（Ｄ-１）。
②中国文化や歴史についても一定の知識を身につけている（Ｄ-１）。
③日中両国の文化を尊重し合えるコミュニケーションの態度を身につける（Ｄ-１）。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目①

データ処理用漢字のGB、BIG5、
JISの違いが正しく理解でき、全て
のピンインについて読み書きがで
きる。基本語彙と技術的な話題で
簡単な会話ができる。

データ処理漢字の種類を理解し、
おおよそのピンインについて仕組
みを理解し読み書きができる。ま
た、基本語彙と簡単な日常会話が
できる。

漢字のデータ処理、ピンインの読
み書きも、語彙、日常会話もでき
ない。

評価項目②
中国、台湾、日本の関係性、歴史
、文化的相違について正しく理解
できる。

中国、台湾、日本の関係性、歴史
、文化的相違についておおよそ理
解できる。

中国、台湾、日本の関係性、歴史
、文化的相違について理解できて
いない。

評価項目③
両国の文化的背景を踏まえ、中国
語でコミュニケーションしようと
する態度が積極的である。

両国の文化的背景を踏まえ、中国
語でコミュニケーションしようと
努力する姿勢が見られる。

中国語で積極的にコミュニケーシ
ョンしようとする態度が見られな
い。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 D-1
教育方法等

概要
理系学生のために特化して編集されたテキスト及びプリントなどを基に、アジアの中国語圏（中国大陸・香港・マカオ
・台湾・シンガポール・マレーシア）の仕事現場で使える中国の基礎と、日本と共通する文字である漢字が国際的に、
またネットワーク上でどのように扱われているかを学ぶ。(基本的に5年次「中国語」履修者のみ選択可能、下記「注意
点」参照）

授業の進め方・方法

　中国語と日本語は漢字という学技術用語は共通しているものも少なくない。その最大限の利点を活用して学習を進め
ながら、国際的な漢字使用の現況や、企業において使用が想定される実践的な中国語を学んでいく。また「科学技術中
国語」という科目名なので今中国で流行している中国のＳＦ小説やレポートを利用して科学技術用語についても知識を
深めてもらう。
　授業ではテキストに基づきながら、時にスマートフォンも使い、ネット上の学習資源を利用したアクティブラーニン
グ的な方法も用いる予定である。上記のテキスト、辞書、スマートフォンを毎回用意すること。

注意点

　本科５年生選択「中国語」で中国語の基礎ができているものとして授業を進める。したがって本科目は原則として本
科５年生で「中国語」を選択した者（他高専の本科で「中国語」を選択した者も含む）のみ履修を認める。もし本科で
「中国語」は履修していないが、高い意欲があって中国語の学習に取り組みたい者は、２年生前期に放課後を中心に週
２時間程度の補講を受けることを前提として履修を認める場合がある（絶対ではない）ので、必ず２年前期の４月中に
申し出ること。申し出がない場合は、本科で「中国語」を履修した学生のみ本科目の履修を認める。
評価：
中間試験(D-１）（50％)、期末試験(D-1）（50％)
※本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間60時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題
・テスト等のための学修）を併せて90時間である。
自学自習の成果は課題及び試験によって評価する。

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 発音の復習 ガイダンス及び中国語発音のシステムを理解し、ピン
イン、声調を正しく理解できる。

2週 発音の復習 ピンインの読み書きに習熟する。

3週 発音の復習・ 全てのピンインの読み書きができる。歓迎会などの会
合で自己紹介及び基本的な表現ができる。

4週 第４課（入門編の復習） 前週で学習した内容を口頭で再現できる。
5週 第５課 食事や買い物の際の基本的な表現ができる。
6週 第６課 食事や買い物の際にやや複雑な表現ができる。

7週 中国ＳＦ翻訳 日本でまだ翻訳されていないＳＦ小説の翻訳に取り組
ことで、中国語の科学用語の基礎を理解できる。

8週 中テスト これまで学習した内容について、習熟できている。

4thQ

9週 第７課 タクシーに乗る時の表現ができる。
10週 第８課 中国語で携帯・スマホを使うことができる。
11週 第９課 パソコンに関する用語を知り・関連表現ができる。
12週 第９課 数学に関する用語を知り・関連表現ができる。
13週 第１０課 自動車関連の用語を知り・関連表現ができる。
14週 第１０課～第１１課 工具、電気に関する用語を知り・関連表現ができる。
15週 第１２課 プレゼンに関する用語を知り・関連表現ができる。



16週 期末試験 これまでの学習内容について習熟できている。
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 0 80
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 20 0 0 0 0 0 20



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 マーケティング行動心理
科目基礎情報
科目番号 0036 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 田中洋「消費者行動論ベーシック＋」（中央経済社）
担当教員 酒井 渉,平沢 秀之
到達目標
消費者行動論と行動経済学の理解を通して、下記の２点を身につけることを目標とする。
１．消費者として、賢明な判断ができるようになること。
２．売り手としての、倫理的なマーケティングに配慮できるようになること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
消費者としてなされる判断が賢明
なものかどうかを的確に評価でき
る。

消費者としてなされる判断が賢明
なものかどうかを評価できる。

消費者としてなされる判断が賢明
なものかどうかを評価できない。

評価項目2
売り手としての倫理的なマーケテ
ィングが重要であることを深く理
解できる。

売り手としての倫理的なマーケテ
ィングが重要であることを理解で
きる。

売り手としての倫理的なマーケテ
ィングが重要であることを理解で
きない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 D-1
教育方法等

概要
マーケティングについて、とりわけ消費者の心理と行動に着目する「消費者行動論」の立場から、授業を行う。
近年注目を集めている「行動経済学」についても触れる。
なお、この科目は、大学および高等学校で、カウンセラーとしての実務経験をもつ教員が，その経験を活かし，講義形
式およびグループワーク形式で授業を行うものである。

授業の進め方・方法 基本的には、教科書に沿って授業を進めるが、配布資料・視聴覚教材を使用することがある。
なお、履修者が多数の場合には、グループ討論を取り入れる。

注意点 ◎「全専攻」学習・教育到達目標の評価：　課題・レポート(D-1) (100%)
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 授業内容の説明。

2週 消費とは何か 人間の消費には、どのような傾向や特徴があるか理解
する。

3週 消費者ニーズ 消費者のニーズという概念について理解する。
4週 購買行動 消費者の買い物行動のパターン等について理解する。

5週 購買意思決定 消費者の購買意思決定のプロセスについて理解する。
また、行動経済学的アプローチについて理解する。

6週 態度 消費者の態度がどのように定義され、なぜ重要かを理
解する。

7週 知覚 消費者が、マーケティング情報をどのように知覚する
かについて理解する。

8週 記憶 消費者行動の中で、記憶とはどのようなものかを理解
する。

2ndQ

9週 知識 知識が、どのよう役割を消費に関してはたしているか
を理解する。

10週 感情 感情および気分と、消費との関係を理解する。
11週 所有・信頼・価値 消費者のアイデンティティについて理解する。

12週 幸福・フロー体験・本物 これは「本物」だ、と消費者が感じるのはなぜかを理
解する。

13週 消費者文化（解釈学的アプローチ） 商品が、私たちにとってもっている意味について理解
する。

14週 消費神聖・贈り物・ぜいたく ぜいたくとは、どのようなことなのか、理解する。
15週 マクロ視点からの消費 流行や「他人指向型性格」について理解する。。
16週 企業と消費者 倫理的消費と企業の活動との館b系について理解する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 作文 合計
総合評価割合 0 0 0 0 0 100 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 100 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 機能性食品工学
科目基礎情報
科目番号 0024 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 改訂　食品機能学　第４版　青柳　康夫著（建帛社）
担当教員 藤本 寿々
到達目標
１．機能性食品の制度と国際的な状況について理解できる。
２．疾病予防に効果がある食品機能性成分を理解できる。
３．食品機能向上を目的に開発された遺伝子組換え食品の機能性について理解できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
機能性食品の制度と国際的な状況
について，関連法規をあわせて理
解できる。

機能性食品の制度と国際的な状況
について理解できる。

機能性食品の制度と国際的な状況
について理解できない。

評価項目2
疾病予防に効果がある食品機能性
成分について，その作用機序をあ
わせて理解できる。

疾病予防に効果がある食品機能性
成分を理解できる。

疾病予防に効果がある食品機能性
成分を理解できない。

評価項目3
食品機能向上を目的とした遺伝子
組換え食品の機能性について，生
活習慣病や免疫系への作用機序を
あわせて理解できる。

食品機能向上を目的に開発された
遺伝子組換え食品の機能性につい
て理解できる。

食品機能向上を目的に開発された
遺伝子組換え食品の機能性につい
て理解できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
　食品は，栄養源（一次機能）や嗜好品（二次機能）であるだけでなく，生体調節機能（三次機能）でもある。本科目
では，各種食品に含まれる食品成分の機能性や生体に及ぼす効果，作用機序について科学的エビデンスを踏まえて食と
健康を考えるとともに，機能性食品や機能性表示制度について理解することを目標とする。

授業の進め方・方法 講義は教科書と適宜配布するプリントで進める。授業の最後に授業内容の定着を確認する演習をForms形式で実施する
こともあるので，授業中に理解する意識で臨んでください。

注意点

生物学や医学的な専門用語が頻出し，予備知識なしに習得するのが難しい内容も含まれているため，予習復習により自
ら補填すること。
本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。自学自習の成果は自学自習の成果は「課題及び定期試験」によって評
価する。
※「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：中試験(B-2)(40%)，期末試験(B-2)40%，課題レポート(B-
2)(20%)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ０．ガイダンス
１．食品機能学とは

本科目の学習内容，到達目標，評価法などを理解でき
る。
食品の機能性（一次機能）について説明できる。

2週 　　　　〃 食品の機能性（二次機能）について説明できる。

3週 ２．抗酸化（活性酸素除去）機能 活性酸素，活性酸素の生成要因，活性酸素が人体に及
ぼす影響について説明できる。

4週 　　　　〃 抗酸化物質，食品の抗酸化能評価法について説明でき
る。

5週 ３．消化吸収促進と代謝改善機能 炭水化物・タンパク質・脂質の消化と吸収の方法につ
いて説明できる。

6週 　　　　〃
ミネラル（Ca, Fe, P, Zn, Cu, Na,K）の吸収メカニズ
ムとミネラル吸収を促進する機能食品について説明で
きる。

7週 　　　　〃 ビタミン（脂溶性・水溶性）の吸収メカニズムを説明
することができる。

8週 中試験

2ndQ

9週 試験答案返却・解答解説
４．難消化，吸収阻害および微生物活性機能

試験問題を通じて間違った箇所を理解できる。
難消化性成分（食物繊維，オリゴ糖，糖アルコール
）と微生物活性機能について説明できる。

10週 ５．脂質関連代謝機能 脂質と脂肪酸の構造，イコサノイドと多価不飽和脂肪
酸の関連性について説明できる。

11週 　　　　〃
ジアシルグリセロールおよび中鎖脂肪酸の消化・分解
・吸収について説明できる。
コレステロールの吸収と代謝について説明できる。

12週 ６．酵素阻害，酵素活性化機能 高血圧および糖尿病の調節機能と関連する食品成分に
ついて説明できる。

13週 ７．免疫系におよぼす機能 免疫に関係する器官・細胞，免疫系の分類，アレルギ
ーの発症機構について説明できる。

14週 　　　　〃 アレルギー症状の発症防止策，抗アレルギー作用を持
つ食品成分について説明できる。



15週 ８．神経系におよぼす影響
９．バイオテクノロジーと機能性食品

自律神経のはたらき，脳疾患と食品機能成分について
説明できる。
機能性タンパク質を発現する遺伝子組み換え食品の例
について説明できる。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

中試験 期末試験 確認問題 態度 課題レポート その他 合計
総合評価割合 40 40 0 0 20 0 100
基礎的能力 10 10 0 0 5 0 25
専門的能力 30 30 0 0 10 0 70
分野横断的能力 0 0 0 0 5 0 5



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 有機材料工学特講Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0025 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 改訂高分子化学入門－高分子の面白さはどこからくるか－（蒲池幹治　エヌ・ティー・エス）
担当教員 清野 晃之
到達目標
1. 代表的な高分子化合物の種類と、その性質について説明できる。
2. 代表的な有機材料について、その性質、用途、また、その再利用など生活とのかかわりについて説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 生分解性高分子の種類とその性質
について説明できる。

教科書を見ながらであれば、生分
解性高分子の種類とその性質につ
いて説明できる。

生分解性高分子の種類とその性質
について説明できない。

評価項目2
高分子材料のリサイクルやリユー
スについて理解でき、海外と日本
との考え方の違いについて説明で
きる。

高分子材料のリサイクルやリユー
スについて理解できる。

高分子材料のリサイクルやリユー
スについて理解できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
本講義では環境に調和した高分子材料にスポットをあて学習する。前半は高分子材料のリサイクル・リユースの現状を
学ぶと共に、海外と日本との考え方の違いを学ぶ。また、ゴムの特徴や種類、化学構造についても学ぶ。後半は生分解
性高分子材料を取上げ、構造の特徴や微生物による分解メカニズムや現状について学ぶ。これらを理解し、実社会にお
ける様々な課題に対しても、高分子関連の知識を適用できるようになるのが到達レベルである。

授業の進め方・方法
授業ではパワーポイントを効果的に用いて、映像を交えた授業を展開している。また、確認問題を定期的に出題し、そ
れを解くことで理解を深めている。さらに、環境問題に対する企業の取り組みをインターネットにより調査させる課題
を与え、レポート提出させている。

注意点
本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。
・自学自習の成果は課題及び定期試験によって評価する。
「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：定期試験(B-2) (70％)，課題(B-2) (30％)

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス ・地球温暖化と高分子との関わりについて説明できる

2週 高分子のリサイクルその1 ・高分子材料（PET）のリサイクルの現状を理解でき
る

3週 高分子のリサイクルその2 ・高分子材料（紙）のリサイクルの現状を理解できる
4週 高分子のリユース ・海外と日本とのリユースの違いを説明できる
5週 天然ゴム ・天然ゴムの特性・構造などを理解できる
6週 合成ゴム ・合成ゴムの特性・種類・構造などを理解できる
7週 逆浸透膜 ・海水を淡水化する原理を理解できる
8週 高分子凝集剤 ・高分子凝集剤を用いた水処理法について説明できる

2ndQ

9週 生分解性高分子その1 ・生分解性高分子が開発された経緯を理解できる
10週 生分解性高分子その2 ・生分解性高分子の分子設計を説明できる
11週 生分解性高分子その3 ・酵素の性質を理解できる
12週 微生物から作る高分子材料その1 ・バクテリアセルロースについて理解できる

13週 微生物から作る高分子材料その2 ・ポリヒドロキシアルカン酸（PHA）について理解で
きる

14週 ポリ乳酸 ・化学合成法で作るポリ乳酸を説明できる
15週 天然高分子材料 ・セルロースの構造の違いを説明できる
16週 期末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 有機化学

高分子化合物がどのようなものか説明できる。 5
代表的な高分子化合物の種類と、その性質について説明できる。 5

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ その他 課題 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 10 10
専門的能力 70 0 0 0 0 0 20 90



分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 無機構造化学特講
科目基礎情報
科目番号 0026 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2

教科書/教材 プリント（資料および問題）／ウェスト著「固体化学　基礎と応用」（講談社），橋本和明ほか「E-コンシャス　セラ
ミックス材料」（三共出版），早稲田・松原「X線構造解析 」（内田老鶴圃）

担当教員 寺門 修
到達目標
1.無機材料の最密充填構造と結晶構造について説明できる．
2.各種セラミックスの種類，性質，用途について説明できる．
3.簡単な結晶の構造解析について説明でき，実行できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 最密充填構造と結晶構造について
説明できる．

最密充填構造についてを説明でき
る． 左記に達していない．

評価項目2 各種のセラミックスの性質，用途
について説明できる．

結晶構造の基礎となる一部のセラ
ミックス材料の性質，用途につい
て説明できる．

左記に達していない．

評価項目3
簡単な結晶の構造解析ができ，生
体材料などのより複雑な材料の構
造解析について説明できる．

簡単な結晶の構造解析を説明でき
，表計算ソフトを使って実行でき
る．

左記に達していない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
固体材料の構造と性質に関して基本となる材料物質の特性，固体化学の基礎を学ぶ．また，セラミックス材料を中心に
結晶構造にはどのような種類があり，それがどのように物性と関係しているかや，特性・用途について基本的な知識を
学ぶ．さらに，無機材料の構造解析の中心的手法であるX線回折の基礎を学習し，生体材料などのより複雑な材料の構造
解析について説明できる。

授業の進め方・方法

・固体材料の構造に関係する基礎的事項や結晶構造について学習し，特にセラミックスに関する基本的な問題について
的確な判断を下すことが出来るようにする．
・講義はパワーポントを用い，内容をプリントして配布する．ただし，重要な項目は空欄としているので授業中は集中
して空欄を埋めることが重要である．
・講義の理解には予習復習が重要である．講義で配布されたプリント見直しことと．また，毎回の講義の最後には予習
のため，事前に教科書の範囲を伝える．

注意点

「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：定期試験（B-2）（80％），課題（B-2）（20％）
定期試験（2回予定）が実施されなかった場合、課題で評価する。
例：定期試験が1回実施できなかった場合、課題60%・試験40%。2回実施できなかった場合、課題100%。
総合評価割合100%，専門的能力100%
本科目は学修単位（2単位）の授業であるため、履修時間は授業時間30時間と授業時間以外の学修（予習・復習、課題・
テスト等のための学修）を併せて90時間である。自学自習の成果は課題及び定期試験によって評価する。

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス ・科目の位置づけ，必要性，学習の到達目標および留
意点を理解できる．

2週
固体化学の基礎
（１）物質構造の階層性と化学結合の多様性
（２）各種特性

・固体材料物質の一般的性質（力学的，熱的，光学的
，電気的，磁気的性質）について説明できる．

3週
固体化学の基礎
（１）物質構造の階層性と化学結合の多様性
（２）各種特性

・固体材料物質の一般的性質（力学的，熱的，光学的
，電気的，磁気的性質）について説明できる．

4週 伝統セラミックス
窯業の基礎とキャラクタリゼーション 従来の窯業からｾﾗﾐｯｸｽへの発展経緯を説明できる．

5週 伝統セラミックス（コア）
ガラスとセメント

・ガラスの構造と性質の関係を説明できる．
・セメントクリンカーの性質を説明できる．

6週 伝統セラミックス
陶磁器 ・陶器と磁器について違いを説明できる．

7週 伝統セラミックス
耐火物と炭素材料 ・耐火物と炭素材料の構造と性質を説明できる．

8週 中試験

2ndQ

9週 中試験の答案返却・解答解説 ・間違った問題の正答を求めることができる．

10週
先端セラミックス（コア）
（１）高機能セラミックス
（２）環境・エネルギー関連セラミックス
（３）生体関連セラミックス

・先端セラミックス材料の特性について結晶構造から
考え，用途などを説明できる．
・環境・エネルギー・生体関連セラミックスについて
必要とされる特性，種類，用途を説明できる．

11週
先端セラミックス（コア）
（１）高機能セラミックス
（２）環境・エネルギー関連セラミックス
（３）生体関連セラミックス

・先端セラミックス材料の特性について結晶構造から
考え，用途などを説明できる．
・環境・エネルギー・生体関連セラミックスについて
必要とされる特性，種類，用途を説明できる．

12週 X線結晶学の基礎
(1)　X線回折装置 ・X線回折装置の概略について説明できる．



13週 X線結晶学の基礎
(2)　結晶によるX線の回折 ・X線の回折現象について説明できる．

14週 X線結晶学の基礎
(3)　簡単な結晶のX線構造解析

・立方晶系材料についてX線回折図を読み取ることが
できる。
・未知物質のHanawalt法による同定法を説明できる。

15週 X線回折法による無機材料の構造解析 ・X線回折法により無機材料の構造解析の実習を行う
．

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 発表 レポート 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 80 0 20 0 0 0 100
基礎的能力 40 0 10 0 0 0 50
専門的能力 40 0 10 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 環境工学特講Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0027 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 やさしい環境科学（化学同人）
担当教員 伊藤 穂高
到達目標
1.大気の汚染の原因について説明できる
2. 地球の温暖化の原因について説明できる
3. 地球温暖化対策について説明できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 NOxとSOxの排出原因と人への影
響についても説明できる

NOxとSOxの現状について説明で
きる

NOxとSOxの現状について説明で
きない

評価項目2 地球温暖化を抑制するための方法
について説明できる

地球温暖化のメカニズムについて
説明できる

地球温暖化のメカニズムについて
説明できない

評価項目3 地球温暖化対策に関して複数説明
できる

地球温暖化対策に関し数説明でき
る

地球温暖化対策に関して説明でき
ない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
環境工学特講Ⅰで得た知識をベースとして、地球温暖化や大気・水資源の汚染に関する基礎的知識を得、その知識を活
用して自分なりの意見を導き出せることがこの科目の到達レベルとする。さらに近年の環境に関する新聞記事を題材と
してプレゼンテーションを行い全員で議論する。これを通じてプレゼンテーション能力の向上も目的とする。

授業の進め方・方法
試験には特に授業中に口頭で説明した事項に関して問う記述式で行うので教科書のみならず、授業中の説明内容に関し
ても十分理解すること。
プレゼンテーションに関しては事前にまとめた資料を提出してもらいます。

注意点 予習・復習を必ず行い、授業で習った事柄や内容に関して自分の言葉で説明できるようにしておくこと。
「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：期末試験60％（B-2)、発表40％（B-2）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 5章　大気の汚染
(1)窒素酸化物と硫黄酸化物 NOxとSOxの現状について説明できる

2週 (2)酸性雨 酸性雨の定義・環境影響について説明できる

3週 6章  地球の温暖化
(1)地球温暖化はなぜ 地球温暖化のメカニズムについて説明できる

4週 (2)二酸化炭素の発生とゆくえ（コア） CO2の発生源と吸収源について説明できる
5週 (3)温暖化への対策①（コア） 温暖化対策の必要性とその取り組みを説明できる
6週 (3)温暖化への対策②（コア） 温暖化対策の必要性とその取り組みを説明できる
7週 (3)温暖化への対策③（コア） 温暖化対策の必要性とその取り組みを説明できる

8週 発表
自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま
た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な
答えを導きだせる。

2ndQ

9週 発表
自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま
た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な
答えを導きだせる。

10週 発表
自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま
た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な
答えを導きだせる。

11週 発表
自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま
た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な
答えを導きだせる。

12週 発表
自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま
た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な
答えを導きだせる。

13週 発表
自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま
た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な
答えを導きだせる。

14週 発表
自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま
た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な
答えを導きだせる。

15週 発表
自分の調べてきた内容をわかりやすく説明できる。ま
た、質問に対しても正確に質問内容を理解し、適切な
答えを導きだせる。

16週 期末試験 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 有機化学 有機物が炭素骨格を持つ化合物であることを説明できる。 3

評価割合
試験 発表 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 60 40 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 60 40 0 0 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 応用微生物化学特講
科目基礎情報
科目番号 0028 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 Q&Aで学ぶやさしい微生物学（浜本哲郎ら著）（講談社サイエンティフィック）
担当教員 小原 寿幸
到達目標
1.原核・真核微生物の種類と特徴を説明できる。
2.食品・製薬・環境テクノロジー等で活躍する発酵技術について説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 原核・真核微生物の種類と特性を
正確に説明できる。

原核・真核微生物の種類と特性を
説明できる。

原核・真核微生物の種類と特性を
説明できない。

評価項目2
食品・製薬・環境テクノロジー等
で活躍する発酵技術について正確
に説明できる。

食品・製薬・環境テクノロジー等
で活躍する発酵技術について説明
できる。

食品・製薬・環境テクノロジー等
で活躍する発酵技術について説明
できない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
　食料品から抗生物質・洗濯用洗剤・自動車燃料などおおくのものが目に見えない微生物たちの醸し出す”発酵”によって
つくられている。本講義では、微生物の形態・分類・代謝などの基礎的な知識を復習するとともに、発酵のメカニズム
や酒類を中心に、食品・製薬・環境テクノロジー等で活躍する発酵技術について学ぶ。

授業の進め方・方法 　本講義の履修に当たっては、本科までに学んだ生物および環境関連科目について十分に復習しておくこと。本講義で
は微生物の形態や分類、代謝などについて学んだ後、発酵技術について紹介する。

注意点 ○内容が多岐にわたるので、学んだことをしっかり復習する。
物質環境工学専攻学習・教育到達目標の評価：期末試験（B-2)（80％）,課題（B-2）20％

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス ・応用微生物化学特講で学ぶ内容について理解できる
。

2週 １．微生物とバイオテクノロジー ・微生物の栄養と基質を説明できる。
3週 ２．微生物の発見 ・微生物の発見と歴史を説明できる。
4週 ３．微生物の種類と分類 ・微生物の種類と分類を説明できる。
5週 ４．微生物とは ・微生物の大きさと細胞構造を説明できる。

6週 ５．原核微生物と真核微生物 ・原核微生物と真核微生物の細胞構造と相違を説明で
きる。

7週 ６．微生物の細胞構造その1 ・細菌の細胞構造を説明できる。

8週 ７．微生物の細胞構造その2、セントラルドグマ、ウイ
ルス

・真核微生物の細胞構造を説明できる。セントラルド
グマ、ウイルスについて正確に説明できる。

2ndQ

9週 ８．微生物の実験方法と増殖について ・微生物の実験方法を理解できる。微生物の増殖曲線
を説明できる。

10週 ９．環境浄化に利用される微生物その１ ・活性汚泥法を説明できる。バイオレメディエーショ
ンについて説明できる。

11週 １０．環境浄化に利用される微生物その２ ・メタン発酵技術を説明できる。

12週 １１．微生物のエネルギー製造法 ・微生物のエネルギー製造方法について説明できる。
生化学的な立場から呼吸・発酵を説明できる。

13週 １２．利用される微生物 ・種々の発酵食品や抗生物質の製造法について説明で
きる。

14週 １３．環境と微生物 ・微生物が生育できる環境について説明できる。
15週 １４．病気と微生物 ・微生物による食中毒や感染症について説明できる。
16週 期末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野

基礎生物 原核生物と真核生物の違いについて説明できる。 4 前1,前2

生物工学

原核微生物の種類と特徴について説明できる。 4 前1,前2,前
6,前11

真核微生物(カビ、酵母)の種類と特徴について説明できる。 4 前1,前2,前
6

微生物の増殖(増殖曲線)について説明できる。 4 前6,前9
微生物の育種方法について説明できる。 4 前9
微生物の培養方法について説明でき、安全対策についても説明で
きる。 4 前4



アルコール発酵について説明でき、その醸造への利用について説
明できる。 4 前13

食品加工と微生物の関係について説明できる。 4 前13
抗生物質や生理活性物質の例を挙げ、微生物を用いたそれらの生
産方法について説明できる。 4 前13

微生物を用いた廃水処理・バイオレメディエーションについて説
明できる。 4 前14

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリ

オ 課題 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 0 100
基礎的能力 30 0 0 0 0 0 0 30
専門的能力 50 0 0 0 0 20 0 70
分野横断的能
力 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 物質環境工学特別研究Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0031 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験 単位の種別と単位数 学修単位: 8
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 通年 週時間数 4
教科書/教材
担当教員 伊藤 穂高,宇月原 貴光,清野 晃之,小林 淳哉,松永 智子,寺門 修,水野 章敏,藤本 寿々,阿部 勝正
到達目標
　指導教員の指導のもとで高度な研究を行うことによって、専門的な知識を深め、創造力や問題解決能力を修得する。さらに、特別研究Ⅰ、
Ⅱを通して指導教員との議論に加え、学内外での発表会で他者と討論し、研究成果を論文にまとめる。以下に具体的な目標を記す。
①自ら仕事を計画して継続的に実行し、まとめまとめ上げることができる（A-1)。
②専門分野（材料・物性、バイオ・環境、農学など）の基礎知識を持っている（B-2)。
③情報の収集や整理などに、コンピューターなどの情報技術を用いることができる（C-1)。
④データの分析や解析、グラフ化などにコンピューターを活用することができる（C-2)。
⑤技術的課題について自分の考えをまとめ、他者と討論できる（Ｅ-1）。
⑥技術的成果を正確な日本語を用いて論理的な文書にまとめることができる（Ｅ-2）。
⑦技術的成果を的確にプレゼンテーションすることができる（Ｅ-3）。
⑧問題解決のために複数の解決手法を考案し、その中から最適な解決策を提案できる（Ｆ-2）。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 成果を的確にまとめ、論理的な考
察や討論ができる。

成果をまとめ、基本的な討論がで
きる。 左記に達していない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 A-1 学習・教育到達目標 B-2 学習・教育到達目標 C-1 学習・教育到達目標 C-2 学習・教育到達目標 E-1 学習・教育到達
目標 E-2 学習・教育到達目標 E-3 学習・教育到達目標 F-2
教育方法等

概要
専攻科1年までに修得した知識や技術を基礎として、研究課題を指導教員とともに計画し、自分自身の力で継続的に創意
工夫を行いながら実行する。その過程で、専門分野の基礎技術を身につけてゆく。さらに、得られたデータについて情
報技術を用いて整理したり、他者との討論から問題に際しての解決策を考える。また、その成果を正確な日本語を用い
て論理的な文書にまとめ、特別研究Ⅱ発表会で的確にプレゼンテーションすることを目標とする

授業の進め方・方法
特別研究は，2年間で一つのテーマに取り組むことになる．長期間にわたるので，しっかりとした計画のもとに，指導教
員とは綿密なコンタクトを取り，自発的・積極的に行動することが必要である．所属，研究テーマは専門性を深めたい
研究分野の教員と相談の上決定すること．

注意点
「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：論文評価：30%（B-2：33%,  E-2：33%,   F-2：33%）／継続的
な研究活動：30%（A-1：33%，B-2：33%  F-2：33%）／発表会：40%（C-1：25%，C-2：25%，E-
1：25%，E-3：25%）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週
担当：小原　寿幸
微生物バイオテクノロジーによる水産系未利用資源の
資源化に関する研究

ホタテガイの食品加工時に派生する様々な非可食組織
は、現在、水産系未利用資源として扱われており、そ
の資源化・有効利用は北海道の水産業界において最重
要課題である。これらタンパク質系の未利用資源から
微生物や酵素を用いて、エキス性の物質の製造を目的
とした水産系未利用資源の可溶化技術を開発すること
を目的とする。

2週 担当：松永　智子
機能性生体分子に関する研究

生物がつくる機能性有機分子は多岐にわたり、その活
性と構造の新規性から生命科学の発展に貢献してきた
。本研究では、これらに続く新規生理活性物質を見出
すことを目的に、バイオアッセイの開発、あるいは各
種生物からの未知化合物の分離・精製・構造解析を行
う。また、有機化学、生化学、分子生物学などの手法
を用いて、得られた化合物とそれを含有する生物との
関わりについても明らかにしていく。

3週 担当：伊藤　穂高
機能性高分子材料の合成と特性評価

有機材料を構成する分子の機能特性を極限まで追及し
て、生活・資源・環境など、いわゆる先端産業分野の
ニーズに応える高度な機能・性能を有する新しい機能
性有機材料の合成および評価を行なう。

4週 担当：寺門　修
リサイクル環境工学に関する研究

現在，品位の高い資源は次々と採掘されており，リサ
イクル容易な廃棄物についても，様々な再生利用がさ
れている。今後は，リサイクル困難な廃棄物からの資
源回収が重要になると考えられる．当研究室では化学
工学，プロセス工学，材料工学などの手法により，レ
アメタルやプラスチックなどのリサイクル環境工学に
関する研究を行う．

5週 担当：水野　章敏
高融点機能性物質の創製と評価に関する研究

1500℃以上の高融点合金や高融点酸化物を主な対象と
し，バルクアモルファスや高温半導体の新たな創製法
の開発を目指す．特に，無容器浮遊法と呼ばれる手法
を用いた研究を中心として進め，高温過冷却液体の凝
固過程や凝固物質について，放射光実験などにより微
視的構造の観点から評価を行う．



6週 担当：清野　晃之
ニラの冷蔵保存による鮮度の評価について

最近，ニラの冷凍保存研究において，ニラ中のメチイ
ン・アリインやにおい成分に変換する酵素活性を分析
することで，細胞のダメージ度を間接的に評価できる
ことを見出した。そこで，本研究ではニラの冷蔵保存
による鮮度評価に本技術を適用し，各種保存方法によ
る細胞のダメージ度を評価することを目的としている
。

7週 担当：藤本　寿々
農水産生物の高付加価値化に向けた研究

北海道の農水産物の高付加価値化と廃棄物利用のため
，野菜・果物やその食品機能性を活かした発酵食品の
開発，食品成分による微生物の増殖制御，海産の未利
用資源（ヒトデ・海藻など）の有効利用法の開発など
を行う。

8週 担当：宇月原　貴光
グリーンケミストリーを指向した有機合成手法

環境に優しい触媒として生体触媒を用いた物質変換や
、金属触媒や有機溶媒を使用しない有機合成法など、
環境に配慮した新たな物質変換について検討を行う。

2ndQ

9週
担当：小林　淳哉
無機機能性材料の調製および埋蔵文化財の化学分析に
関する研究

持続可能な循環型社会を築く上で重要なリサイクル技
術・環境浄化技術に関連して、リサイクル材料開発、
環境関連材料開発を行う。また、埋蔵文化財等の新規
分析手法の開発を目的とする。

10週 担当：阿部　勝正
微生物及び酵素を用いた物質変換に関する研究

微生物や酵素を用いた物質変換は常温、常圧でも行う
ことが可能なものが多く、一般的に"eco-friendly"とさ
れている。本研究ではこれら微生物や酵素を用いた環
境汚染物質の分解や、有用物質の生産について検討を
行うとともに、それらが食品の味や性質に与える影響
についても解析する。

11週
12週
13週
14週
15週
16週

後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

継続的な研究活
動 発表 論文評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 30 40 30 0 0 0 100
基礎的能力 10 10 10 0 0 0 30
専門的能力 20 30 20 0 0 0 70
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 醸造・発酵工学
科目基礎情報
科目番号 0033 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 「トコトンやさしい発酵の本第2版」（日刊工業新聞社）
担当教員 阿部 勝正
到達目標
　食品からビタミン剤・抗生物質・洗濯用洗剤・自動車燃料など、多くのものが眼に見えない微生物たちの醸し出す「発酵」や「醸造」によっ
て作られている。本講義では発酵、醸造のメカニズムや種類を中心に、食品・製薬・環境テクノロジーで活躍する発酵技術および醸造技術につ
いて講義する。これらの技術について、その概要やメカニズムを説明できるようになることを目指す。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
食品、製薬、環境テクノロジーの
分野における発酵および醸造技術
の概要とそのメカニズムについて
説明できる。

教科書を見ながらであれば、食品
、製薬、環境テクノロジーの分野
における発酵および醸造技術の概
要とそのメカニズムについて説明
できる。

左記ができない。

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
食品からビタミン剤・抗生物質・洗濯用洗剤・自動車燃料など、多くのものが眼に見えない微生物たちの醸し出す「発
酵」や「醸造」によって作られている。本講義では発酵、醸造のメカニズムや種類を中心に、食品・製薬・環境テクノ
ロジーで活躍する発酵技術および醸造技術について講義する。

授業の進め方・方法
　きわめて高範囲で学習すべき事項が多いが、出来るだけ焦点を絞って講義するので、よく授業を聞き、ノートをきち
んと取ること。発酵・醸造技術は、バイオテクノロジーの中でも極めて重要な技術なので、興味を持って学習してもら
いたい。

注意点 「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：
課題（B-2)（100％）

授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 1.ガイダンス 授業の進め方・評価方法を理解する。

2週 ２．発酵とは何か 食品、製薬、環境の分野における発酵技術の概略につ
いて説明できる。

3週 ３.醸造とは何か 身の回りの醸造食品について説明できる。
4週 ４．身近な発酵食品と醸造食品 身の回りの発酵食品と醸造食品について説明できる。

5週 ５．アルコール発酵について 発酵技術は酒とともに発展した技術であることを説明
できる。

6週 6.発酵はなぜ起こる 微生物学の発展とともに進んだ発酵のメカニズムにつ
いて説明できる。

7週 ７．発酵・醸造の展開 発酵・醸造の発展してきた経路について説明できる。

8週 ８．遺伝子の時代 遺伝子組み換え技術は発酵の領域を大きく拡大するこ
とを説明できる。

2ndQ

9週 ９．発酵と腐敗 発酵と腐敗の本質的な違いについて説明できる。

10週 １０．産業に使われる発酵・醸造技術１ 日本人が発見し製造方法を確立した旨み調味料につい
て説明できる。

11週 １１．産業に使われる発酵・醸造技術２ ビタミンや農業に利用される発酵技術について説明で
きる。

12週 １２．産業に使われる発酵・醸造技術３ アミノ酸発酵技術と抗生物質の生産の概略について説
明できる。

13週 １３．産業に使われる発酵・醸造技術４ 環境浄化に使われる発酵技術について説明できる。

14週 １４．産業に使われる発酵・醸造技術5 発酵を支える新しいバイオテクノロジーについて説明
できる。

15週 １５．発酵を担う微生物たち 発酵・醸造に関わる微生物の種類について説明できる
。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 生物工学

原核微生物の種類と特徴について説明できる。 5
真核微生物(カビ、酵母)の種類と特徴について説明できる。 5
微生物の増殖(増殖曲線)について説明できる。 5
微生物の育種方法について説明できる。 5



微生物の培養方法について説明でき、安全対策についても説明で
きる。 5

アルコール発酵について説明でき、その醸造への利用について説
明できる。 5

食品加工と微生物の関係について説明できる。 5
抗生物質や生理活性物質の例を挙げ、微生物を用いたそれらの生
産方法について説明できる。 5

微生物を用いた廃水処理・バイオレメディエーションについて説
明できる。 5

評価割合
試験 レポート課題 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 100 0 0 0 0 100
基礎的能力 0 50 0 0 0 0 50
専門的能力 0 50 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 化学生態学
科目基礎情報
科目番号 0034 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配付プリント　
担当教員 松永 智子
到達目標
化学物質を介した生物の個体間のコミュニケーションについて理解するために、その化学物質の種類や分離・精製・構造決定、作用機構など、
化学生態学の基本的な知識を習得する。(B-2) ．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
生物の個体間のコミュニケーショ
ンに関わる化学物質の分類を個別
の例を挙げながら詳しく説明でき
る。

生物の個体間のコミュニケーショ
ンに関わる化学物質の分類を説明
できる。

生物の個体間のコミュニケーショ
ンに関わる化学物質の分類につい
て知識が不足している。

評価項目2
二次代謝物の生合成経路について
、実際の研究事例を交えて説明で
きる。

二次代謝物の生合成経路について
説明できる。

二次代謝物の生合成経路について
説明できない。

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 B-2
教育方法等

概要
化学生態学は、生物の個体間で行われる化学因子を介した情報伝達を理解しようとする学問である。本講義では、生物
間相互作用に関わる物質の分類について学んだ後、それらの化学構造や生理活性、生合成経路、生体内での作用機構等
について学ぶ。

授業の進め方・方法 配布するプリントに従って、生物の化学コミュニケーションに関わる基本事項・研究事例を学ぶ。
注意点 「物質環境工学専攻」学習・教育到達目標の評価：定期試験(B-2) (100％)
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス 一次代謝物と二次代謝物について説明できる
2週 一次代謝物 糖の構造を理解し説明できる。
3週 一次代謝物 単純脂質、複合脂質、誘導脂質について説明できる。
4週 一次代謝物 アミノ酸・核酸と関連化合物について説明できる。

5週 一次代謝物 水溶性ビタミンおよび脂溶性ビタミンについて説明で
きる。

6週 二次代謝物 シキミ酸経路について説明できる。
7週 二次代謝物 テルペノイドについて説明できる。
8週 二次代謝物 ポリケチド／アルカロイドについて説明できる。

2ndQ

9週 二次代謝物 ペプチドについて説明できる。

10週 化学コミュニケーション：生物の行動や生態に関わる
化学物質

生物の行動や生態に関わる化学物質を分類できる。
生物個体間で働く相互作用の分類を説明できる。

11週 化学コミュニケーション：生物の行動や生態に関わる
化学物質

植物ホルモン、Biostimulant、アレロケミカルの例を
挙げ説明できる。

12週 化学コミュニケーション：生物の行動や生態に関わる
化学物質 フェロモンを定義し、具体例を挙げ説明できる。

13週 化学コミュニケーション：生物の行動や生態に関わる
化学物質

エリシターとファイトアレキシンの例を挙げ説明でき
る。

14週 化学コミュニケーション：生物の行動や生態に関わる
化学物質

海洋天然物の多様性を理解し、具体例を挙げて説明で
きる。

15週 化学コミュニケーション：生物の行動や生態に関わる
化学物質

生態系に見られる各種生物間相互作用の概要を理解し
、そこに関わる天然化合物の単離・構造決定・活性評
価について説明できる。

16週 期末試験
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 50 0 0 0 0 0 50
専門的能力 50 0 0 0 0 0 50
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0



函館工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 工学倫理
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 物質環境工学専攻 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 適宜配布する.
担当教員 佐々木 恵一
到達目標
1. 技術者倫理問題の背景を理解し,倫理規範が形成された経緯を説明できる.
2. 技術者の倫理規定を説明できる.
3. 実際の問題に対して自分の意見を持ち,技術者倫理を実践できる.
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 技術者倫理問題の背景を理解し,倫
理規範を説明できる.

技術者倫理問題の背景を説明でき
る.

技術者倫理問題の背景を説明でき
ない.

評価項目2 技術者の倫理規定を理解し,技術者
の行動規範を説明できる. 技術者の倫理規定を説明できる. 技術者の倫理規定を説明できない.

評価項目3 倫理問題について他者と討論でき
る.

倫理問題について自分の意見をま
とめる事ができる.

倫理問題について自分の意見をま
とめる事ができない.

評価項目4
グループディスカッションにおい
て，具体的問題を解決するための
選択肢を創出し，その中から妥当
な選択をおこなうことができる．

グループディスカッションにおい
て，具体的問題を解決するための
方法を検討することができる．

グループディスカッションにおい
て，具体的問題を解決するための
方法について検討することができ
ない．

評価項目5

レポートにおいて，倫理問題が
，多様な価値が対立し，複数の利
害関係者が関わっていることにつ
いて理解した上で，事例を検討す
ることができる．

レポートにおいて，倫理問題に
，多様な価値が対立し，複数の利
害関係者が関わっていることを指
摘できる．

レポートにおいて，多様な価値や
複数の利害関係者に配慮すること
ができない．

評価項目6
レポートにおいて，分析手法を具
体的事例に適用し，倫理的問題の
要因分析・問題定義等を明確に示
すことができる．

レポートにおいて，分析手法を具
体的事例に適用することができる
．

レポートにおいて，具体的事例に
ついて，問題を構造的に分析する
ことができない．

評価項目7
レポートにおいて，技術者の役割
・責務について，自分の問題とし
て受け止め，考察・検討したうえ
で，主張を示すことができる．

レポートにおいて，技術者の役割
・責務について自分の視点から考
察・検討することができる．

レポートにおいて，技術者の役割
・責務について，自分の問題とし
て捉えることができない．

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達目標 D-2 学習・教育到達目標 D-3
教育方法等

概要

倫理の問題とは,人間の行為の善悪,正・不正を問うものであるので,人間に不可能な行為は倫理の考察の対象にならない
.しかしながら,現代の科学技術は人間の行為を飛躍的に拡大し,それを担う科学技術者には,科学技術によって新たに可能
になった行為について倫理的考察が必要である.この授業では,科学技術が人間や社会,自然環境におよび未来の世代に与
える影響を理解し,事例研究を通じ技術者として自己の技術に関する説明責任を果たす能力を養う.また,これらについて
自分の考えをまとめ,他者との討論の中から技術者の役割と責任を理解きることを学習目標とする.これらを総合して,社
会において技術者倫理を実践できることを到達レベルとする.

授業の進め方・方法
学習上の留意点:授業の内容は広範囲かつ多岐にわたるので,テーマごとに要点を整理し取りまとめておくこと.また ,事例
研究ではグループワークを実施するので,これらに対して精力的に取り組み,報告書を定められた期限までに提 出しなけ
ればならない.

注意点
必要とされる予備知識:特に必要な予備知識は求められないが,各自の専門分野に関わる学会,学術団体,専門家集団におけ
る技術者の倫理規定について事前に調査し,その内容について理解しておくこと.

「全専攻」学習・教育到達目標の評価: 中テスト(D-2) (25%)，期末試験(D-2) (25%)，レポート(D-3) (50%)
授業の属性・履修上の区分
□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期 1stQ

1週 技術者倫理問題の背景
技術者倫理の問題の特殊性や時代の背景,技術者倫理教
育の必要性について理解し,倫理規範を説明することが
できる.

2週 技術者教育・技術者資格・倫理規定
現在の技術者教育,技術者資格制度に求められる事項
,および技術者倫理規定が示す中心的テーマを説明する
ことができる.

3週 技術者の倫理的行為設計
価値の相反,ジレンマ問題,倫理的行動の促進要因・阻
害要因に関する基礎知識を持ち,技術者の倫理的行為を
説明することができる.

4週 技術者のアイデンティティー
科学者,技術者,技能者のそれぞれに対する期待の違い
を理解し,プロフェッショナルとしての技術者が果たす
べき役割を説明できる.

5週 技術者の説明責任
インフォームドコンセントやパターナリズムについて
正しい認識を持ち,技術者の説明責任について論ずるこ
とができる.

6週 事例研究1
過去の事例を題材としたケーススタディーを行い,倫理
規定に照らし合わせて,技術者の行為設計について検討
する.



7週 事例研究2
過去の事例を題材としたケーススタディーを行い,倫理
規定に照らし合わせて,技術者の行為設計について検討
する.

8週 中テスト

2ndQ

9週 内部告発
内部告発の是非について正しい認識を持ち,内部告発の
形態や内部告発が正当化される条件について論ずるこ
とができる.

10週 法と技術者倫理 PL法,独占禁止法について正しい知識を持ち,法と倫理
の補完関係について説明することができる.

11週 技術者倫理と地球環境
現在の地球が直面している環境問題について正しい認
識を持ち,環境や未来の世代に果たすべき技術者の使命
を説明できる.

12週 技術者倫理と倫理的行動1 倫理問題解決手法について理解できる.

13週 技術者倫理と倫理的行動2
ケーススタディーを用いて,問題の背景,内在する倫理
的問題を明確にし,それらの内容について他のグループ
と議論することができる.

14週 技術者倫理と倫理的行動3
ケーススタディーを用いて,技術者の行為設計について
検討し,技術者としての倫理的行動をまとめることがで
きる.

15週 技術者倫理と倫理的行動4 技術者としての倫理的行動をまとめることができる.
16週 期末試験

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 レポート 合計
総合評価割合 50 50 100
基礎的能力 25 0 25
専門的能力 0 0 0
分野横断的能力 25 50 75


